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月10

土  1

日　2

日　9
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月　3

火　4

水　5

横手市民ステージ祭・横手市交流美術展
　　～2日、10：00～16：00、秋田ふるさと村　
横手市男女共同参画フォーラム　13：30～、Ｙ2ぷらざ
横手わか杉カップ東日本中学バレーボール大会
　　～2日、男子：雄物川体育館、女子：横手体育館
横手市増田『民俗芸能フェスティバル』　
　　13：00～、増田ふれあいプラザ
　急 平鹿総合病院（渡邊医師）　32-5124
　急 高橋医院（十文字）　42-0421
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124
　法 相談予約受付開始12月19日分　市くらしの相談課　35-4099
　法 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　　 　10：00～12：00、社協・平鹿福祉センター　24-3283

　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、
　　 社協・横手福祉センター　33-8668
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局
健康相談　10：00～11：00、大森健康温泉
　心 十文字町幸福会館

おものがわイルミネーション　～１月下旬　
横手市児童生徒美術展　～10日、詳しくは20ページ
　急 市立横手病院（細谷医師）　32-5001
　急 雄物川クリニック（雄物川）　22-5511
　児 平鹿総合病院（無江医師）　32-5124

あっぱれ劇団公演　11：00～11：30、大森健康温泉
　問合せ／大森町高齢者等保健福祉センター　26-4030
　心 増田地区多目的研修センター
　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター
年末年始行事伝承会　8：40～、木戸五郎兵衛村（雄物川）
　税 横手地域局　問合せ／横手福祉センター　33-8668
　心 大森コミュニティセンター
　行 心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）　9:30～12：00
　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00
ケヤキ並木のイルミネーション　～１月14日　
後三年合戦金沢柵公開講座　～16日、詳しくは13ページ
ウオーキングデー　9：00～、かまくら館サンルーム集合
よこいち。『写真と街づくり』　10：00～、よこてイースト
ちびっこわくわくフェスティバル　詳しくは20ページ
秋田盆踊りサミットin増田　詳しくは22ページ
　急 平鹿総合病院（浅野医師、高橋医師）　32-5124
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124

　行 雄物川保健センター　10：00～12：00
　法 増田地区多目的研修センター
　　 　10：00～12：00、社協・増田福祉センター　45-4848
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　法 横手地域局　13：00～15：00、市くらしの相談課　35-4099
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局
多重債務無料相談　詳しくは20ページ
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土　8

◆Ｙ2（わいわい）ぷらざ臨時休館：12月17日（月）～19（水）
  施設の予約・お問い合わせは、9：00から16：00の間、
　電話で受け付けします。 　32-2418

◆12月４日（火）～10（月）は〝人権週間〟です
  期間中、各地域ごとに相談所を開設し、相談会を行
います。詳しい日程は11月15日号をご覧ください。
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【無料相談】 行…行政 法…法律（要予約） 人…人権 税…税務（9：30～12：00）
      　　 心…心配ごと（9：30～12：00）、問合せ／社協・各福祉センター
【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 10：00～12：00／13：00～15：00

心
法 人 税

急
児

行

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

12月９日（日）「豆富小僧」 　　　　　　　　　　   【86分】
12月16日（日）「ドラえもん 新・のび太と鉄人兵団」 【108分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　大森地域の冬の風物詩
『ケヤキ並木のイルミネー
ション』。大森リゾート村
の芝桜をイメージしたピ
ンクやホワイトのやさし
い光が、冬の夜空を彩り
ます。12月15日（土）の午
後５時から行われる点灯
式では、豚汁やお汁粉、
芝桜うどん各200食が振る
舞われます。
◆点灯時間／
　17：00～23：00※12月24日と31日は翌日2：00まで
◆場　所／大森地域局庁舎前
◆問合せ／大森地域局産業建設課 　26-2116

　雄物川中央公園
の木々に、約１万
６千個の光の花が
咲き、幻想的な空
間を演出します。
　12月８日（土）の
午後４時30分から
行われる点灯式で
は、つきたてのお餅や豚汁が振る舞われるほか、
子どもたちには一足早い、サンタさんからのプ
レゼントがあります。
◆点灯時間／16：00～23：00
◆場　所／雄物川中央公園
◆問合せ／雄物川地域局地域振興課 　22-2111
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おものがわイルミネーション
イルミネーション点灯リレー第１弾
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ピックアップケヤキ並木の
　　　イルミネーション
■12月15日（土）～１月14日（月）

イルミネーション
　　点灯リレー第２弾

■12月８日（土）～１月下旬

　平鹿地域のシンボル槻
の木に、約５千個の電球
が灯されクリスマスツリ
ーに生まれ変わります。
琵琶沼周辺では、約２万
個のLEDライトが幻想的
な空間を創りだします。
　12月22日（土）の午後５
時からは点灯式が行われ、
屋台やお菓子のプレゼン
ト、園児による歌や平鹿
中吹奏楽部によるハンド
ベルの演奏が披露されます。
　※点灯式の会場は平鹿地域局庁舎前駐車場
◆点灯時間／17：00～22：00
　　　　　　※12月24日と31日は翌日2：00まで
◆場　所／平鹿地域局そば
◆問合せ／平鹿地域局産業建設課 　24-1118
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槻の木光のファンタジー
■12月22日（土）～１月13日（日）

イルミネーション点灯リレー第３弾

　春と夏の“わたしの好きな横手の風景”を
テーマに開催した第２回『横手の景観』写真
コンテストでグランプリを受賞したＴＡＫＡ-Ｃ
さん（横手市）の作品です。市のホームペー
ジ（ページ番号000012149）では、すべての入
賞作品をご覧いただけます。また、写真展も
開催しますので、詳しくは２㌻右下を！

作品名『青空へ向かって！』
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今月の表紙

　こちらは、準グランプリを受賞
した佐々木隆さん(横手市)の作品
『憩の広場』です。
　『横手の景観』写真コンテストに
は、これまで120点の応募がありま
した。すべての作品を、次の日程
で展示します。横手のすてきな景
色をぜひお楽しみください。
※写真展は、各地域で開催予定。

『横手の景観』写真展
－わたしの好きな横手の風景－
場　所／雄物川地域局２階『えが
　　　　おの広場』
期　間／12月10日(月)～平成25年
　　　　１月16日(水）
時　間／午前９時～午後９時
問合せ／市建設部都市計画課（水
　　　　道庁舎内）　32-2408

目次_CONTENTS

02　市政の窓
　　　児童虐待・ＤＶ防止講演会、
　　　たいゆう緑花園押し花コンテ
　　　スト入賞作品決定、栄光ほか

04　特集１
　　　自宅で最期まで過ごすために

08　特集２
　　　わたしのまちの市長室

10　平成23年度決算報告・平
　　成24年度予算の執行状況

12　市政情報便
　　　空き家バンク制度の創設、後
　　　三年合戦金沢柵公開講座ほか

16　まちの話題
　　　高橋勇市さんパラリンピック
　　　報告会、霜月神楽ほか

18　笑顔の交差点

20　情報－infor m ation

23　おくやみ＆善意

24　読者の声／読者プレゼント

27　匠
　　　日本料理人

児童虐待・ＤＶ防止講演会、オレンジリボン運動 

子どもたちの笑顔を絶やさないために

第７回「押し花に心をそえて…」コンテスト入賞作品決定 

押し花で想いを伝える

　『
た
い
ゆ
う
緑
花
園
』
の
花
を
押
し

花
に
し
、
心
に
残
る
一
言
を
書
き
添

え
る
『
押
し
花
に
心
を
そ
え
て
…
』

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
県
内
外
か
ら
１

２
７
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
11
月
17
日
に
審
査
会
が
行
わ
れ
、

子
供
の
部
と
大
人
の
部
、
そ
れ
ぞ
れ

特
選
１
点
、
準
特
選
１
点
、
入
選
３

点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
す
べ
て
の
応
募
作
品
は
、
12
月
上

旬
か
ら
約
１
年
間
『
ゆ
と
り
お
ん
大

雄
』
に
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
年
の
入
賞

作
品
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
番

号
０
０
０
０
０
７
７
１
２
）
か
ら
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

「思いやりのあるやさしいムード
をもつ社会を」と話す鈴木氏（上）
児童虐待防止を呼びかける国際
ソロプチミスト横手の皆さん（下）

■
子
供
の
部

■
子
供
の
部

■
大
人
の
部

■
大
人
の
部

2

特
選 

菅
谷
節
子
さ
ん（
横
手
市
）

準
特
選 

菅
原
羽
姫
さ
ん（
横
手
市
）

特選
泉谷勁宇さん（横手市）

準特選
奥田多美枝さん
（宮城県東松島市）

う

き

け い う

   

11
月
の
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
防
止
推

進
月
間
に
あ
わ
せ
、
地
域
全
体
で
子

ど
も
を
見
守
り
、
子
育
て
中
の
家
庭

を
支
援
し
て
い
こ
う
と
、
11
月
10
日
、

Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ
で
虐
待
防

止
等
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
の
『
子
ど
も
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー
・
し
ず
お
か
』
の
鈴
木
潔
氏
は
、

『
親
子
っ
て
、
家
族
っ
て
何
だ
ろ
う
』

と
題
し
講
演
。
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
、
い
じ

め
な
ど
で
心
を
傷
つ
け
ら
れ
た
子
ど

も
た
ち
の
実
話
を
紹
介
し
な
が
ら
、

子
ど
も
の
心
の
叫
び
、
子
ど
も
を
見

守
る
大
人
の
心
の
声
な
ど
を
歌
詞
に

し
た
た
め
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
披
露

し
、
来
場
者
に
語
り
か
け
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
鈴
木
氏
は
「
子
ど
も
は

親
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
失
敗
し
た

り
、
傷
つ
い
た
り
し
て
『
経
験
』
と

い
う
名
の
勉
強
を
し
て
い
る
。
家
庭

が
い
つ
も
明
る
く
、
温
か
い
雰
囲
気

を
持
っ
て
い
れ
ば
、
傷
つ
い
た
心
を

自
ら
癒
し
て
い
く
。
子
ど
も
と
ベ
タ

ベ
タ
す
る
時
期
と
、
離
れ
て
観
察
し

て
い
る
の
が
い
い
時
期
と
あ
る
。
こ

の
距
離
感
を
上
手
に
操
る
こ
と
が
、

親
が
子
ど
も
に
か
か
わ
る
一
番
大
事

な
こ
と
で
は
な
い
か
」
と
話
し
、
や

さ
し
さ
や
思
い
や
り
で
結
ば
れ
た
家

族
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー

横
手
南
店
前
で
は
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ

ミ
ス
ト
横
手
の
会
員

の
皆
さ
ん
が
、
子
ど

も
虐
待
防
止
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ

た
『
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ

ン
』
の
チ
ラ
シ
な
ど

を
配
っ
て
虐
待
防
止

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

岩手県西和賀町と災害時相互援助協定 

有事の相互応援を確認

ＯＴＡふれあいフェスタ２０１２ 

同一地名の縁で友好深める
　
11
月
３
・
４
日
の
２
日
間
、
東
京

都
大
田
区
で
『
Ｏ
Ｔ
Ａ
ふ
れ
あ
い
フ

ェ
ス
タ
』
が
開
催
さ
れ
、
大
森
地
域

の
農
家
ら
が
参
加
し
、
新
米
や
リ
ン

ゴ
な
ど
の
物
産
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
五
十
嵐
市
長
が
挨
拶
し
、

大
森
地
域
と
大
田
区
大
森
町
の
交
流

実
績
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
大
田
区
大
森
町
の
方
々
と
は
、
同

じ
地
名
が
縁
で
、
旧
大
森
町
時
代
か

ら
交
流
を
重
ね
て
お
り
、
平
成
21
年

か
ら
は
都
市
農
村
交
流
の
一
環
と
し

て
、
大
田
区
立
大
森
第
三
小
学
校
の

児
童
が
農
業
体
験
に
訪
れ
、
横
手
市

か
ら
も
大
森
小
学
校
の
児
童
が
大
田

区
を
訪
れ
て
、
大
田
市
場
の
見
学
や

海
苔
作
り
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
農
業
体
験
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
大
田
区
の
子
ど
も
た
ち
と
農
家

の
方
が
『
こ
ら
ぼ
ジ
ャ
ム
』や『
コ
ラ

ボ
か
り
ん
と
う
』
を
共
同
開
発
し
、

大
田
区
内
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

２日間で30万人以上が訪れた
         『ＯＴＡふれあいフェスタ』

　
11
月
13
日
に
南
庁
舎
で
、
岩
手
県

西
和
賀
町
と
、
災
害
時
に
お
け
る
相

互
援
助
に
関
す
る
協
定
の
調
印
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
調
印
式
で
細
井
洋
行
西
和
賀
町
長

は
「
東
日
本
大
震
災
で
は
、
単
独
市

町
村
で
の
災
害
対
応
に
限
界
を
感
じ

た
。
隣
接
す
る
横
手
市
と
協
定
を
結

べ
嬉
し
く
思
う
」
と
話
し
、
五
十
嵐

市
長
は
「
と
も
に
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、

同
じ
環
境
に
あ
る
地
域
。
共
通
の
認

識
を
も
っ
て
災
害
時
に
応
援
で
き
る

と
思
う
。
災
害
時
以
外
で
も
産
業
振

興
や
雇
用
の
創
出
、
福
祉
対
策
な
ど

も
、
次
世
代
に
つ
な
げ
ら
れ
る
連
携

に
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
西
和
賀
町
と
横
手
市
は
、
北
上
横

手
地
域
開
発
促
進
協
議
会
の
構
成
自

治
体
と
し
て
、
有
事
の
支
援
体
制
に

つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
今
回
の
調
印

に
よ
り
、
互
い
に
食
料
な
ど
の
供
給
、

職
員
の
派
遣
、
車
両
の
提
供
な
ど
の

支
援
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

調印を終え、しっかりと握手を交わす
細井町長(左)と五十嵐市長

◎今大会の上位入賞の皆さん
男子100㍍背泳ぎ第３位 佐藤道隆(横手南小)、男子200㍍個人メドレー
第３位 山本武蔵(横手南小)、女子100㍍自由形第２位 山本歩夢(横手
南小)、女子200㍍個人メドレー第３位 佐々木和音(旭小)

　今年度開催された全県花だんコンクールで、増田町
婦人会が最高賞の秋田県知事賞を受賞しました。
◎上位入賞の皆さん
◆秋田県教育長賞 鳳中学校　◆毎日新聞社賞 道の駅十文字
◆毎日新聞社秋田支局長賞 十文字仁井田自治会(花の会)
◆秋田県緑化推進委員会会長賞 山内大松川区　◆あすの秋
田を創る協会会長賞 山内小松川区　◆優秀賞 ＪＲ十文字駅
前花クラブ

５年生女子の部第２位　鎌田韻・中川原きあペア
　　　　　　同第３位　鈴木貴子・松井望亜ペア

(以上横手ソフトテニススポ少)

【第22回東北小学生学年別ソフトテニス大会】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (敬称略)

男
子
１
０
０
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・
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髙
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々
花

             (

旭
小)

男
子
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由
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優
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         (
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女
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男
子
２
０
０
㍍
リ
レ
ー
・

２
０
０
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

優
勝
　
横
手
南
小

         (

横
手
南
小)

　11月４日、五城目町屋内温水プール(五城目町)で開催された第
25回ＮＨＫ杯全県選抜小学校水泳競技大会で、横手南小学校が男
子総合と男女総合で優勝するなど、市内の小学生が上位入賞の活
躍をみせました。(敬称略)

【第25回ＮＨＫ杯全県選抜小学校水泳競技大会】

【第48回全県花だんコンクール】
 秋田県知事賞　増田町婦人会



【
在
宅
医
療
連
携
拠
点
事
業
】

　
市
が
行
っ
て
い
る
在
宅
医
療
連
携
拠
点
事

業
は
、
国
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
全
国
の

１
０
５
カ
所
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
地
域
で
在
宅
医
療
に
携
わ
っ
て

き
た
福
井
県
名
田
庄
村
の
中
村
伸
一
医
師
や

高
知
県
四
万
十
市
の
小
笠
原
望
医
師
な
ど
を

招
き
、
関
係
者
や
住
民
に
向
け
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
西
部
）
に
在
宅
医
療
連
携
推
進
担
当

を
配
置
し
、
多
く
の
職
種
が
連
携
を
深
め
る

た
め
、
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
の
協
力
を
得

な
が
ら
『
夕
暮
れ
勉
強
会
』
を
企
画
・
開
催

す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

【
か
か
り
つ
け
医
の
大
切
さ
】

　
少
し
熱
が
あ
る
、
お
腹
が
ち
ょ
っ
と
痛
い

と
い
う
よ
う
な
と
き
に
、
気
軽
に
診
て
も
ら

え
る
『
か
か
り
つ
け
医
』
は
い
る
で
し
ょ
う

か
。
わ
ず
か
な
変
調
の
段
階
で
、
診
療
し
て

も
ら
え
る
医
師
が
い
る
と
い
な
い
の
と
で
は
、

結
果
に
大
き
な
違
い
が
出
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
が

い
る
人
は
、
普
段
と
は
違
う
体
調

の
と
き
、
念
の
た
め
診
て
も
ら
う

こ
と
と
思
い
ま
す
。
か
か
り
つ
け

医
は
こ
れ
ま
で
の
診
療
経
過
、
本

人
の
仕
事
や
家
庭
環
境
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
蓄
積
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
受
診
時
の
症
状
と
照
ら

し
合
わ
せ
、
重
大
な
病
気
の
初
期
症
状
が
疑

わ
れ
る
場
合
は
、
精
密
検
査
を
受
け
る
よ
う

勧
め
て
く
れ
ま
す
。

　
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
こ
と
で
、
一
般
的

に
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
長
期
に
わ
た
っ
て
、
一
貫
し
て
ひ
と
り
の

医
師
に
診
て
も
ら
う
た
め
、
通
院
が
苦
に
な

ら
な
い
。
比
較
的
近
く
に
あ
り
通
い
や
す
い
、

②
患
者
の
性
格
や
病
歴
な
ど
を
総
合
的
に
把

握
し
て
い
る
の
で
的
確
な
診
断
に
つ
な
が
る
、

③
待
ち
時
間
が
少
な
い
た
め
、
病
気
の
身
に

負
担
が
少
な
い
、
④
健
康
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
精
神
面
の
ケ
ア
も
期
待
で
き
る
、
⑤
（
診

療
所
に
よ
っ
て
は
）
時
間
外
の
診
察
や
往
診

に
応
じ
て
く
れ
る

　　
在
宅
で
最
期
ま
で
過
ご
す
た
め
に
、
一
人

ひ
と
り
が
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
、
自
分
の

体
調
や
健
康
に
関
す
る
情
報
を
、
日
頃
か
ら

関
係
者
に
共
有
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と

言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て

そ
れ
が
病
院
で
の
、
い
わ
ゆ
る
コ
ン
ビ
ニ
受

診
を
減
ら
し
、
勤
務
医
の
過
重
な
勤
務
の
逓

減
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
地
域
医
療
の
充

実
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　市
で
は
、
一
人
ひ
と
り
が
地

域
で
安
心
し
て
い
つ
ま
で
も
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
よ
う
、
地

域
ケ
ア
体
制
の
構
築
を
目
標
に
、

平
成
24
年
度
か
ら
厚
生
労
働
省

の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
『
在
宅

医
療
連
携
拠
点
事
業
』
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　住
み
慣
れ
た
自
宅
で
最
期
ま

で
過
ご
す
た
め
に
、
こ
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

【
地
域
ケ
ア
体
制
の
構
築
】

　
国
で
は
、
施
設
中
心
の
医
療
・
介
護
か
ら
、

可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
生
活
の
場
に
お
い

て
必
要
な
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
、
安
心
し
て
自
分
ら
し
い
生
活
を
実
現
で

き
る
社
会
を
め
ざ
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
は
、
国
民
皆
保
険
の
も
と
、
女
性
の

平
均
寿
命
86
歳
（
世
界
１
位
）
、
男
性
80
歳

（
同
４
位
）
を
実
現
す
る
な
ど
、
世
界
で
も

類
を
見
な
い
高
水
準
の
医
療
・
介
護
制
度
を

確
立
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
入
院
医
療
・

施
設
介
護
が
中
心
で
あ
り
、
平
均
入
院
期
間

は
ア
メ
リ
カ
の
５
倍
、
ド
イ
ツ
の
３
倍
で
す
。

　
ま
た
、
自
宅
で
死
亡
す
る
人
の
割
合
は
、

昭
和
25
年
頃
は
約
80
％
で
、
病
院

で
亡
く
な
る
人
は
10
％
程
度
で
し

た
。
そ
れ
が
、
昭
和
51
年
頃
に
逆

転
し
、
今
で
は
約
80
％
の
方
が
病

院
で
亡
く
な
り
、
自
宅
で
亡
く
な

る
人
は
12
％
に
ま
で
低
下
し
て
い

ま
す
。
高
齢
者
な
ど
が
住
み
慣
れ

た
場
所
で
安
心
し
て
過
ご
す
た
め

に
は
、
ど
う
い
っ
た
こ
と
が
必
要

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
た
と
え
ば
脳
梗
塞
な
ど
を
発
症
し
、
病
院

で
の
入
院
生
活
を
終
え
て
自
宅
で
療
養
す
る

た
め
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
職
種
の
人
、
周
囲

の
支
援
が
必
要
で
す
。
介
護
の
み
な
ら
ず
、

保
健
や
福
祉
、
医
療
な
ど
に
携
わ
る
多
く
の

人
々
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
人
の

在
宅
で
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

　
関
係
す
る
多
く
の
職
種
の
連
携
と
、
民
生

児
童
委
員
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
協
力

員
な
ど
の
地
域
の
協
力
者
、
隣
近
所
や
親
類

な
ど
日
頃
か
ら
親
し
く
し
て
い
る
人
た
ち
の

精
神
的
な
サ
ポ
ー
ト
な
ど
が
包
括
的
に
行
わ

れ
、
在
宅
で
療
養
す
る
人
を
支
え
て
い
く
、

そ
れ
が
地
域
ケ
ア
体
制
（
国
で
は
『
地
域
包

括
ケ
ア
体
制
』
と
い
う
）
で
す
。

　
地
域
ケ
ア
体
制
と
は
、
①
医
療
と
の
連
携

強
化
、
②
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化
、
③

予
防
の
推
進
、
④
見
守
り
・
配
食
・
買
い
物

な
ど
の
多
様
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

や
権
利
擁
護
を
推
進
、
⑤
高
齢
期
に
な
っ
て

も
住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
住
ま
い
の
整

備
、
な
ど
を
推
進
し
な
が
ら
構
築
さ
れ
る
仕

組
み
を
い
い
ま
す
。

介　護

医　療

予　防

日常生活圏域
（約30分でかけつけられる圏域）

生活支援

住まい

■あなたは今後、どのように介護してほしい　
　と思いますか？

■あなたは最期の時間をどこで迎えたいですか？

在宅要介護
認定者

第１号
被保険者

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

出典：国際長寿センター※市介護保険・高齢者福祉計画アンケート

日本

オーストラリア

フランス

韓国

オランダ
家族の介護を受けながら自宅で
介護サービスを利用して自宅で
少人数で生活できる介護つきグループホームなどで
高齢者向け賃貸住宅で見守りを受けながら
その他

自宅　　　介護つき住宅　　　グループホーム
老人ホーム　　　療養病床　　　病院・診療所
ホスピス（施設）　　　その他

27.9％ 71.7％

60.8％

78.6％

67.9％

93.9％

40.1％

35.4％ 32.5％

在宅医療連携拠点事業のイメージ
在宅医療連携拠点
（地域包括支援センター）

　拠点（地域包括支援センター）に
配置された在宅医療連携推進担当
が、地域の医療・介護を横断的に
サポートし、病気を持ちながらも
住み慣れた地域で自分らしく過ご
すことが可能となる。

情
報
共
有
・
連
携

保健所

地域包括支援センター

介護保険サービス
事業所等

病院
（急性期、亜急性期、回復期）

地域の診療所、薬局、
訪問看護ステーション等

医療と介護の協働

退院

看護
・介
護サ
ービ
ス

退院支援のサポート

　随時対応体制・チーム医療提供

人材の育成・普及啓発
●人材育成
●医療福祉従事者・
　住民への普及啓発

〜
在
宅
医
療
連
携
拠
点
事
業
ス
タ
ー
ト
〜

特
集
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で
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ま
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た
め
に
』

特
集
１ 『
自
宅
で
最
期
ま
で
過
ご
す
た
め
に
』

特集１　自宅で最期まで過ごすために
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地域ケアのイメージ



小笠原　望　氏
『自然に抱かれている命』を語りかけ
る四万十市大野内科・小笠原院長

グループに分かれて、市民後見人の実践
について事例ごとに学習

増田地域では、会話の中から徘徊高齢者
の手がかりを聞き出す訓練が行われた

徘徊見守り訓練と合わせて認知症サポー
ター養成講座が行われた大森地域

　
「
先
生
、
い
い
仕
舞
い
じ
ゃ
っ
た
」
こ
れ

は
患
者
さ
ん
の
妻
が
私
に
言
っ
て
く
れ
た
言

葉
で
す
。
こ
ち
ら
（
高
知
県
南
西
部
）
で
は

『
臨
終
』の
こ
と
を
『
仕
舞
い
』
と
言
い
ま
す
。

　
痛
ま
ず
、
苦
し
ま
ず
、
で
き
た
ら
何
か
食

べ
ら
れ
て
、
そ
し
て
住
み
慣
れ
た
場
所
で
最

期
を
迎
え
る
、
そ
れ
が
出
来
た
と
き
『
い
い

仕
舞
い
』
と
言
う
の
で
す
。

　
在
宅
の
医
療
は
面
白
い
。
面
白
い
こ
と
は
、

何
よ
り
続
け
て
い
く
力
に
な
り
ま
す
。

　
96
歳
の
患
者
か
ら
「
先
生
、
こ
れ
が
恋
と

い
う
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
あ
る
患
者
は
野
菜
を
「
先
生
、
サ
ル
の

食
べ
残
し
じ
ゃ
け
ど
持
っ
て
行
き
」
と
声
を

か
け
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
在
宅
の
人
に
は
、

病
院
の
中
で
は
感
じ
ら
れ
な
い
言
葉
の
伸
び

や
か
さ
が
あ
り
ま
す
。

　
四
万
十
川
の
ほ
と
り
で
医
師
を
し
て
い
る

う
ち
、
人
の
い
の
ち
も
自
然
の
中
の
も
の
と

い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
い
の
ち

の
持
つ
自
然
さ
を
大
切
に
し
た
い
の
で
す
。

誰
に
で
も
訪
れ
る
死
を
そ
の
人
ら
し
く
、
家

族
も
満
足
す
る
よ
う
な
最
期
を
迎
え
る
お
手

伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
在
宅
で
い
く
と
方
針
を
決
め
た
ら
、
患
者

と
家
族
に
「
死
ぬ
ま
で
や
り
ま
し
ょ
う
、
僕

は
逃
げ
ま
せ
ん
、
あ
な
た
ら
し
く
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
介
護
者
に
は
、
ベ
ッ
ド
が
お
し
っ
こ
で
い

っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
い
か
ら
、
と
言
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
家
に
行
く
と
、
時
々
玄
関
が
お

し
っ
こ
の
に
お
い
が
し
ま
す
。
そ
れ
が
だ
ん

だ
ん
良
い
に
お
い
だ
と
思
え
て
く
る
の
で
不

思
議
で
す
。
長
続
き
す
る
に
は
、
少
々
汚
れ

て
い
る
く
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
い
い
ん
で
す
。

　
在
宅
で
死
を
迎
え
る
人
は
、
大
き
な
木
が

ゆ
っ
く
り
と
倒
れ
て
い
く
よ
う
で
す
。
き
れ

い
な
顔
で
、
穏
や
か
に
死
ん
で
い
き
ま
す
。

生
ま
れ
方
は
選
べ
ま
せ
ん
が
、
死
に
方
は
選

べ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
覚
悟
を
決
め
れ

ば
い
い
の
で
す
。
意
外
と
何
と
か
な
り
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
場
所
で
み
ん
な
で
手
を
か
け
て
、

そ
し
て
み
ん
な
疲
れ
て
、
安
ら
か
な
最
期
を

迎
え
る
。
そ
れ
が
い
い
仕
舞
い
で
す
。

い
の
ち
を
抱
き
し
め
る

在
宅
医
療
普
及
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
小
笠
原
望
氏
講
演
要
旨
〜

在宅酸素療法のための機器について、
説明を聞く西部地区の参加者

　
市
で
は
、
『
横
手
市
地
域
ケ
ア
推
進
関
係

者
連
絡
会
』
を
設
置
し
、
医
療
・
介
護
・
福

祉
関
係
者
が
、
介
護
保
険
制
度
に
よ
る
公
的

サ
ー
ビ
ス
の
み
な
ら
ず
多
様
な
地
域
資
源
を

活
用
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
関
す
る
課
題
を

共
有
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
体
制
の
整

備
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。
関
係
者
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
高
齢
者
等
が
地
域
で

安
心
し
て
過
ご
す
た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

【
東
部
・
南
部
・
西
部
夕
暮
れ
勉
強
会
】

　
地
域
ケ
ア
体
制
構
築
の
た
め
、
東
部
・
南

部
・
西
部
の
各
地
域
で
、
多
職
種
が
情
報
を

共
有
し
、
連
携
を
深
め
る
た
め
『
夕
暮
れ
勉

強
会
』
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

地
域
医
療
連
携
の
動
向
、
在
宅
で
の
緩
和
ケ

ア
、
在
宅
医
療
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
講
義

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
定
期
的
に
開
催

し
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
介
護
士
、

看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
行
政
な
ど
多
く
の
職
種
が
参
加
し
、

連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

【
徘
徊
見
守
り
訓
練
】

　
認
知
症
高
齢
者
な
ど
を
、
地
域
全
体
で
見

守
っ
て
い
く
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
認

知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
と
そ

の
家
族
を
支
え
、
見
守
っ
て
い
く
た
め
の
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
も
あ
わ
せ
て
行

い
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

【
市
民
後
見
人
養
成
研
修
】

　
認
知
症
や
障
が
い
等
に
よ
り
判
断
能
力
が

十
分
で
な
い
方
の
権
利
を
守
る
た
め
『
市
民

後
見
人
』の
養
成
研
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
後
見
制
度
は
、
親
族
や
、
弁

護
士
・
司
法
書
士
等
の
専
門
的
な
知
識
を
有

す
る
人
が
後
見
人
と
な
る
成
年
後
見
人
が
中

心
の
制
度
で
し
た
。
市
民
後
見
人
は
、
認
知

症
の
方
な
ど
を
、
同
じ
地
域
に
住
む
人
が
、

よ
り
身
近
な
立
場
で
保
護
・
支
援
す
る
後
見

活
動
を
行
い
ま
す
。

在
宅
療
養
の
推
進
に
向
け
て

〜
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
〜

特集１　自宅で最期まで過ごすために
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尊
厳
あ
る
死
を
遠
ざ
け
な
い

西成　忍　氏
　　横手市医師会長

小野　剛　氏
市立大森病院長

医療の現場から ～医師、患者それぞれの思いを大切に～
　　

　
　
介
護
や
医
療
が
必
要
な
方
が
在
宅
で
療
養

す
る
た
め
に
は
、
一
人
の
医
師
や
家
族
だ
け

の
関
わ
り
だ
け
な
く
、
多
く
の
職
種
が
連
携

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

お
互
い
、
顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築
す
る
こ

と
が
最
も
重
要
で
す
。
在
宅
療
養
は
、
チ
ー

ム
を
組
ん
で
ど
れ
だ
け
お
互
い
を
サ
ポ
ー
ト

出
来
る
か
が
大
き
い
の
で
す
。

　
私
は
、
一
人
の
人
間
の
最
期
の
瞬
間
を
、

医
師
や
看
護
師
だ
け
で
な
く
、
家
族
も
見
る

べ
き
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
人
の
人
間
の
尊

厳
あ
る
死
と
い
う
も
の
に
立
会
っ
て
ほ
し
い
。

そ
の
と
き
の
経
験
が
、
人
に
は
必
要
な
の
で

す
。
終
末
期
に
、
痛
み
を
和
ら
げ
る
た
め
の

治
療
（
緩
和
ケ
ア
）
を
受
け
な
が
ら
、
住
み

慣
れ
た
自
宅
で
過
ご
す
人
が
も
っ
と
多
く
な

っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
を
持
ち
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
専
門
職
や
、
そ
れ
以
外
に

も
、
近
所
に
相
談
で
き
る
親
し
い
人
を
つ
く

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
き
っ
と
、

自
宅
で
最
期
ま
で
暮
ら
す
支
え
に
な
り
ま
す
。

　　
　

　
現
在
大
森
病
院
で
は
約
１
０
０
人
の
方
に

訪
問
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
な
ど
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
最
期

ま
で
過
ご
す
た
め
に
は
、
周
囲
の
助
け
、
い

わ
ゆ
る
『
共
助
』
が
最
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

本
人
の
「
家
族
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」
と

　

い
う
思
い
と
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
の
老

老
介
護
や
一
人
暮
ら
し
で
あ
る
こ
と
か
ら
く

る
不
安
感
な
ど
が
、
在
宅
で
の
療
養
を
難
し

く
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
家
族
は
も
ち
ろ

ん
、
周
囲
の
人
の
支
え
で
払
拭
し
て
い
く
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
西
部
地
域
で
め
ざ
し
て
き
た
地
域
ケ
ア
、

さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
人
が
役
割
分
担
を
持
ち

な
が
ら
、
在
宅
で
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
く

仕
組
み
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
も
考
え
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
支
え
あ
い
の
大
切

さ
が
、
私
た
ち
に
問
い
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

家
族
の
理
解
を
大
事
に
、
患
者
や
家
族
と
同

じ
目
線
で
考
え
な
が
ら
、
お
互
い
の
信
頼
関

係
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

患
者
や
家
族
と
同
じ
目
線
で　

住
み
慣
れ
た
地
域
（
場
所
）
で
最
期
ま
で
過
ご

し
た
い
、
と
い
う
の
は
多
く
の
人
の
願
い
で
す
。

市
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
必
要
な
介
護
や

医
療
を
受
け
な
が
ら
自
宅
で
過
ご
し
た
い
、
と
い

う
人
の
割
合
は
約
70
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
期
を
迎
え
る
場
所
と
し
て
『
自
宅
』
を
望
む

人
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
在
宅
で

亡
く
な
る
人
が
少
な
い
と
い
う
結
果
か
ら
、
国
で

は
、
在
宅
で
看
取
れ
る
環
境
整
備
を
め
ざ
す
と
し

て
い
ま
す
。

　
地
域
医
療
に
精
力
的
に
取
り
組
む
関
係
者
の
話

に
共
通
す
る
の
は
、患
者
と
医
師
・
関
係
者
と
の
信

頼
関
係
と
い
う
言
葉
で
す
。
診
療
所
の
医
師
が
体

調
を
く
ず
し
た
と
き
、
日
々
の
受
診
者
は
一
割
に

ま
で
減
っ
た
と
い
い
ま
す
。
医
師
が
病
状
を
気
に

か
け
る
の
と
同
様
に
、
患
者
も
医
師
を
思
い
や
る
、

そ
こ
に『
在
宅
療
養
』が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
自
然
な
死
を
迎
え
る
た
め
に
最
も
良
い
環
境
は

『
住
み
慣
れ
た
家
』で
す
。
身
近
な
人
に
囲
ま
れ
て
、

穏
や
か
な
最
期
を
迎
え
る
と
い
う
願
い
を
か
な
え

て
い
く
た
め
に
、
在
宅
療
養
に
携
わ
る
多
く
の
関

係
者
の
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
在
宅
療
養
は
、
一
人
の
介
護
者
や
、
一
人
の
医

師
の
み
で
完
結
す
る
こ
と
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ

ん
。
小
笠
原
医
師
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
お
互
い

に
ど
ん
ど
ん
愚
痴
を
こ
ぼ
し
て
、
軽
く
、
明
る
く
、

手
を
抜
き
な
が
ら
、
が
ん
ば
ら
な
い
で
あ
き
ら
め

な
い
」
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
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『
が
ん
ば
ら
な
い
で
あ
き
ら
め
な
い
』
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特集２　わたしのまちの市長室

わ
た
し
の

　
　の
市
長
室

わ
た
し
の

　
　の
市
長
室

　
　
　
　ま
ち

　
　
　
　ま
ち

  

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
浅
舞
公
民
館
で
『
わ
た
し
の
ま
ち
の
市
長
室
』
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
『
若
手
農
業
者
』
、『
農
産
物
直
売
所
代
表
者
』、

『
主
任
児
童
委
員
』
と
３
回
に
わ
た
り
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
詳
し
い
内
容
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
ペ
ー
ジ
番
号
０
０
０
０
１
２

３
０
４
）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度

『
若
手
農
業
者
』

●
期
日
／  

月
　
日（
月
）

　
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
の
青
年
部
に

所
属
す
る
７
人
が
、
若
手
農
業
者
を

取
り
巻
く
農
業
の
現
状
に
つ
い
て
市

長
と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
昨
年
の
大
雪
や
４
月

の
暴
風
に
よ
る
果
樹
被
害
か
ら
の
復

旧
状
況
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

国
が
支
援
し
て
い
る
新
規
就
農
者
へ

の
補
助
制
度
に
つ
い
て
、
５
年
間
に

限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
補
助
期
間

の
問
題
や
、
お
金
の
支
援
に
と
ど
ま

ら
な
い
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
必
要
と
い

う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、

新
規
就
農
者
だ
け
で
な
く
、
若
手
後

継
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
の
要

望
や
、
今
後
、
農
家
が
２
次
、
３
次

産
業
と
連
携
し
て
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

を
創
出
す
る
６
次
産
業
化
へ
の
期
待

の
声
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
参
加
者
か
ら
次
の

よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

○
地
産
地
消
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

県
外
へ
の
横
手
産
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
が

必
要
。
そ
れ
が
農
家
の
収
入
拡
大
に

つ
な
が
る
。

○
秋
田
県
に
は
、
農
業
を
学
べ
る
専

門
の
学
校
が
少
な
い
。

○
畑
作
の
場
合
、
農
地
を
借
り
て
耕

作
す
る
こ
と
が
現
実
的
に
難
し
く
、

規
模
の
拡
大
に
つ
な
が
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
意
見
に
対
し
て
五
十

嵐
市
長
は
「
若
手
農
業
者
を
支
援
す

る
施
策
の
検
討
は
今
後
も
必
要
。
農

家
と
異
業
種
と
の
交
流
の
場
を
設
け

た
い
。
こ
れ
か
ら
も
市
が
進
め
て
い

る
『
食
と
農
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
』

を
中
心
に
農
業
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、

今
後
も
若
手
農
業
者
の
皆
さ
ん
と
意

見
交
換
の
場
を
設
け
る
こ
と
を
約
束

し
ま
し
た
。

『
農
産
物
直
売
所
代
表
者
』

●
期
日
／
　
月
　
日（
水
）

　
市
内
で
農
産
物
の
直
売
に
携
わ
る

８
人
と
、
直
売
所
の
状
況
や
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
多
く
の
直
売
所
で
は
、
農
産
物
な

ど
を
提
供
す
る
会
員
が
高
齢
化
し
て

い
る
問
題
点
が
あ
げ
ら
れ
た
反
面
、

活
動
が
生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
に

つ
な
が
っ
て
い
る
現
状
も
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
産
物
加
工
品
や
地
元
特

産
品
の
売
れ
行
き
が
順
調
な
報
告
が

あ
り
、
今
後
は
情
報
の
共
有
や
販
売

の
連
携
な
ど
直
売
所
間
の
つ
な
が
り

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
参
加
者
か
ら
次
の
よ

う
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

○
販
売
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
、

お
客
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
て
い
る
。

○
学
校
給
食
に
食
材
を
提
供
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
中
学
生
と
の
交
流
も

生
ま
れ
、
中
学
生
が
作
っ
て
く
れ
た

チ
ラ
シ
を
直
売
所
で
活
用
し
て
い
る
。

○
冬
期
間
に
不
足
す
る
野
菜
は
、
直

接
農
家
に
栽
培
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
市
長
は
「
市
の
南
部
地
区
に
は
道

の
駅
十
文
字
が
あ
り
、
東
部
地
区
に

は
道
の
駅
さ
ん
な
い
が
あ
る
。
西
部

地
区
に
も
『
食
と
農
』
の
拠
点
が
必

要
だ
と
感
じ
て
い
る
。さ
ら
に
今
後
、

直
売
所
や
道
の
駅
が
連
携
す
る
こ
と

で
、
販
売
に
も
期
待
で
き
る
。
ま
た

市
の
実
験
農
場
と
直
売
所
が
協
力
す

る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
商
品
づ
く
り

に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
」
と
話

し
ま
し
た
。

『
主
任
児
童
委
員
』

●
期
日
／  

月  

日（
水
）

　
各
地
域
の
主
任
児
童
委
員
10
人
と

民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長
が
出
席

し
、
地
域
と
子
ど
も
た
ち
の
関
わ
り

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　
主
任
児
童
委
員
か
ら
は
、
学
童
保

育
の
充
実
や
小
学
校
高
学
年
か
ら
中

学
生
ま
で
の
居
場
所
の
必
要
性
が
提

言
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
統
合

で
、
地
域
か
ら
学
校
が
な
く
な
り
、

寂
し
さ
を
感
じ
る
と
の
意
見
が
あ
っ

た
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
の
交
通
安
全
の

街
頭
指
導
、
読
み
聞
か
せ
、
子
育
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の
情
報
交
換
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
で
の
講
演
会
な
ど
の
活
動
を
継

続
し
て
い
く
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
ほ
か
の
意
見
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
個
人
情
報
保
護
の
問
題
で
入
園
前

の
子
ど
も
た
ち
の
情
報
を
把
握
で
き

な
い
場
合
が
あ
る
。

○
冬
場
は
、
十
分
な
除
雪
で
通
学
路

の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
。

○
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ
は
、
入

園
前
の
子
ど
も
や
保
護
者
が
利
用
し
、

１
階
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
は
電

車
や
バ
ス
を
待
つ
高
校
生
な
ど
の
姿

が
見
ら
れ
る
。
地
域
や
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
拠
点
と
な
る
施
設
が
で
き

て
満
足
し
て
い
る
。

　
市
長
は
「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
や

保
護
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
保

健
師
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
民

生
委
員
、
主
任
児
童
委
員
の
連
携
が

必
要
」
と
述
べ
、
民
生
児
童
委
員
協

議
会
会
長
が「
児
童
虐
待
や
い
じ
め
、

不
登
校
が
起
き
な
い
よ
う
に
健
全
な

児
童
育
成
に
力
を
注
い
で
い
こ
う
」

と
決
意
を
表
し
ま
し
た
。

10
　
15

10
　
31

11
　
７

２

　
先
日
、
東
洋
経
済
新
報
社
が
発
行

す
る『
週
刊
東
洋
経
済
10
月
13
日
号
』

で
、
す
み
よ
い
ま
ち
全
国
ラ
ン
キ
ン

グ
が
発
表
さ
れ
、
横
手
市
が『
出
産
・

子
育
て
し
や
す
い
街
』
部
門
で
全
国

一
位
と
な
っ
た
こ
と
が
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
誌
が
毎
年
『
日
本
の

い
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
』
と
し
て
調
査

し
、
誌
上
で
発
表
し
て
い
る
も
の
で
、

子
育
て
が
し
や
す
い
街
と
し
て
、
各

種
の
デ
ー
タ
か
ら
分
析
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
指
標
と
し
て
、
保
育
所
の
整
備
状

況
、
小
児
科
医
・
産
婦
人
科
医
の
数
、

子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
公
園
の
多
さ
、

刑
法
犯
認
知
件
数
の
少
な
さ
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
子
ど

も
の
世
話
を
し
や
す
い
状
況
に
あ
る

か
を
み
る
三
世
代
同
居
世
帯
比
率
な

ど
を
比
較
し
た
も
の
の
よ
う
で
す
。

　
全
国
の
人
口
５
万
人
以
上
の
市
区

５
５
６
の
自
治
体
を
比
較
し
た
と
い

い
ま
す
か
ら
、
素
直
に
喜
ば
し
い
こ

と
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
単
純

に
は
比
較
で
き
ま
せ
ん
が
、
一
般
的

に
住
宅
の
敷
地
面
積
が
広
く
、
山
や

川
が
近
く
に
あ
り
、
高
齢
者
が
そ
ば

に
住
ん
で
い
て
、
犯
罪
発
生
率
が
低

い
と
い
う
こ
と
は
、
都
会
に
住
ん
で

い
る
方
々
に
と
っ
て
は
望
む
べ
く
も

な
い
う
ら
や
ま
し
い
環
境
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
由
利
本
荘
市
や
大
仙
市
、
湯
沢
市

も
上
位
に
ラ
ン
ク
し
て
お
り
、
指
標

が
ゆ
と
り
の
あ
る
環
境
で
、
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
こ
と
を
重
視
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
県
の
事
業
に
上
乗
せ
す
る
保
育
料

負
担
軽
減
や
保
育
所
を
整
備
す
る
際

の
補
助
金
な
ど
、
市
の
独
自
施
策
も

『
安
心
し
て
で
き
る
子
育
て
』に
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
10
月
に
来
館
者
数
50
万
人
を
達
成

し
た
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ
に
あ

る
子
育
て
支
援
の
拠
点
・
市
児
童
セ

ン
タ
ー
に
は
、
日
々
多
く
の
親
子
連

れ
が
訪
れ
、
親
同
士
が
情
報
交
換
を

し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
が
社
会
性
を

伴
っ
た
遊
び
を
学
ぶ
場
所
と
し
て
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
今
後
も
子
育
て
支
援
事

業
を
一
体
的
に
推
進
し
、
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
の
び
の
び
と
育
ち
、

ま
た
、
親
が
親
と
し
て
責
任
の
あ
る

子
育
て
が
で
き
る
よ
う
な
支
援
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
い
つ
の
時
代
も
、
子
育
て
は
大
人

の
責
任
で
す
。
地
域
全
体
で
子
ど
も

を
暖
か
く
見
守
り
、
横
手
が
子
育
て

し
や
す
い
街
の
一
位
で
い
ら
れ
る
よ

う
に
、
力
を
合
わ
せ
て
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
出
産
・
子
育
て
し
や
す
い
街

ラ
ン
キ
ン
グ
』に
つ
い
て

横
手
市
長
　五
十
嵐 

忠
悦

横
手
市
長
　五
十
嵐 

忠
悦

２

特
集
２

特
集
２



■一時借入金現在高

【５】地方債及び一時借入金現在高
■地方債現在高（普通会計分）
　家庭における各種ローンのように、市の事業に必要な資金
が不足した場合には、借り入れをして不足分をまかなうこと
があります。このうち、施設や道路などの建設、災害復旧な
どに充てられ、年度を越えて返済するものが地方債です。

　一時借入金は、年度内に不足した
現金を補うための借入金です。

○総　 務 　債… 48億1,402万円
○民 　生　 債… 17億2,977万円
○衛　 生　 債… 32億1,260万円
○農林水産業債… 47億3,807万円
○土 　木 　債…136億7,387万円
○消 　防 　債…  9億8,642万円
○教 　育 　債… 83億5,345万円
○そ 　の 　他…219億3,200万円
　（労働債・災害復旧債等）

◎平成23年度決算

　平成23年度決算及び平成24年度上半期（平成24年
9月30日現在）における市の予算執行状況について
お知らせします。決算及び予算執行状況の内容につ
いては、市のホームページ（ページ番号000007719、
000007720）にも掲載しています。

【３】市税収入及び負担状況
　市税は、市民の皆さんや企業などから納めていただいた税
金であり、市の事業を行う上で欠くことの出来ない貴重な財
源となっています。
　なお、入湯税は、観光施設や消防施設の整備、観光振興事
業などに充てる財源となっています。

借入限度額
借入現在高

80億円
-

　企業会計とは、市などが行う公営企業の会計のこと
で、水道、病院、ガス、電気など地方公営企業法の適
用を受ける公営企業のうち、横手市では病院事業（横
手病院・大森病院）と水道事業のほか、平成24年度か
らは、新たに下水道事業が対象となります。

費　　用
【損益計算書】 （平成24年４月１日から９月30日）

収　　　益
営 業 費 用
営業外費用
特 別 損 失
当期純利益
合 計

5億9,529万円
1億6,128万円

25万円
1億5,287万円
9億　969万円

営 業 収 益
営業外収益

合 計

8億7,500万円
3,469万円

9億　969万円

資産の部 負債・資本の部

資産の部

■下水道事業
【貸借対照表】 （平成24年９月30日現在）

負債・資本の部
固 定 資 産
流 動 資 産

合 計

348億5,711万円
12億4,673万円

361億　384万円

固 定 負 債
流 動 負 債
資 本 金
剰 余 金
合 計

38億7,787万円
3,211万円

183億　358万円
138億9,028万円
361億　384万円

費　　用
【損益計算書】 （平成24年４月１日から９月30日）

収　　　益
営 業 費 用
営業外費用
特 別 損 失
当期純利益
合 計

4億2,444万円
1億4,199万円

14万円
7億1,999万円
12億8,656万円

営 業 収 益
営業外収益

合 計

3億1,604万円
9億7,052万円

12億8,656万円

【４】企業会計の執行状況

地方債残高
594億4,021万円

市民１人あたりの残高
　　＝59万9,982円

　特別会計とは、特定の歳入歳出を普通会計と区別し
て処理するための会計です。

（平成24年9月30日現在）

収入率
執行率

40.9%
39.8%

26.6%
25.7%

40.0%
39.8%

25.7%
44.9%

30.2%
43.6%

105.0%
39.6%

50.2%
37.2%

41.6%
35.4%

9.0%
26.9%

42.2%
31.2%

58.9%
14.3%

収入済額
支出済額

49億9,494万円
48億6,536万円

2億5,313万円
2億4,455万円

42億　249万円
41億7,332万円

2億　 81万円
3億5,080万円

1億5,344万円
2億2,104万円

3,067万円
1,156万円

3,895万円
2,885万円

2億9,376万円
2億4,965万円

5,994万円
1億7,884万円

4,315万円
3,190万円

724万円
176万円

【６】特別会計の執行状況

■平成23年度決算・平成24年度予算の執行状況 財政公表

■問合せ　市財務部財政課（　35-2167）

お知らせします
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平成23年度決算
及び平成24年度
予算執行状況

【１】平成23年度決算額（普通会計及び特別会計）

■収入の状況

市税
84億8,707万円
【14.7％】

地方交付税
224億3,573万円
【38.8％】

国庫支出金
64億7,248万円
【11.2％】

その他（交付金等）
19億8,438万円
【3.4％】市債

82億1,111万円
【14.2％】

県支出金
38億7,009万円
【6.7％】 自主財源

【25.7％】
依存財源
【74.3％】

歳入総額
578億1,694万円

使用料・手数料等
63億5,608万円
【11.0％】

■支出の状況(性質別歳出)
維持補修費
2億9,852万円
【0.5％】 人件費

95億5,668万円
【17.2％】

扶助費
80億6,206万円
【14.5％】

67億7,843万円
【12.2％】

公債費

物件費
77億4,619万円
【13.9％】

義務的経費
【43.9％】

投資的経費
【19.1％】

その他経費
【37.0％】

歳出総額
555億4,704万円

その他（繰出金等）
95億7,000万円
【17.3％】

建設事業費等
106億　393万円
【19.1％】

補助費等
29億3,123万円
【5.3％】

■実質公債費比率（県内自治体から抜粋）
　実質公債費比率は、公債費負担（借金返済）の度合いを測
る指標で、18％以上の団体は、起債（借金）に当たり許可が
必要になり、25％以上の団体は、一定の地方債の起債が制限
されます。35％以上の団体になると、その制限の度合いがさ
らに高まります。

　　                  大仙市………18.7％
秋田市………12.8％　　仙北市………17.9％
由利本荘市…17.3％　　湯沢市………15.4％

横手市……14.5％

【３】横手市の財政状況（指標）

■財政力指数 　　0.340
　財政力の強弱を判断する指数で、指数が１に近いほど財政
力が強いとされています。

■経常収支比率　86.6％
　市がどれだけ自由にお金を使えるかを判断する指標で、80
％を超えると市債の返済や人件費など、必ず払わなければな
らない経費が多いため財政の自由度が少ないと判断されます。

■実質収支比率 　6.1％
　財政運営の健全性を判断する指数で、標準財政規模のおお
むね３～５％が望ましいとされています。

【２】収入及び支出の概況（普通会計）

◎平成24年度予算執行状況

収入率
執行率

46.6%
32.7%

収入済額
支出済額

259億6,230万円
182億2,437万円

予　算　額

557億4,335万円

会　計　名

普 通 会 計

会 計 名
普 通 会 計
特 別 会 計
合 計

 歳入決算額
578億1,694万円
286億1,235万円
864億2,929万円

 歳出決算額
555億4,704万円
274億7,236万円
830億1,940万円

【２】収入及び支出の概況（普通会計）
　普通会計とは、個々の地方公共団体ごとに各会計の範囲が異
なることから、自治体間の財政比較ができるようにするため、
地方財政統計上で共通して用いられる会計区分で、横手市では
一般会計、土地区画整理事業特別会計、障害者支援施設特別会
計の３つの会計を合わせたものを普通会計としています。

これまで収まった額

259億6,230万円
　市税
　41億4,613万円

地方交付税
153億7,873万円 市の事業や

運営の経費
163億2,233万円

借入金の返済
19億　204万円

その他※1
64億3,744万円

これまで使った額

182億2,437万円
(予算に対して32.7％)

(予算に対して46.6％

【１】執行状況（普通会計）

  ※１その他の内訳 ○地方消費税交付金／5億2,351万円 ○分担金・ 
　負担金／1億6,752万円　○使用料・手数料／4億 264万円　○国庫支
　出金／16億5,897万円　○県支出金／5億7,039万円　○諸収入／4億
　2,880万円　○財産収入／1億2,391万円 ○繰越金／22億6,493万円  
　○その他（交付金等）／2億9,677万円

（平成24年9月30日現在）

収入済額 支出済額

会　計　別

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

特別養護老人ホーム
特別会計 

介護老人保健施設特別会計

介護サービス事業特別会計

指定通所介護事業特別会計

市営温泉施設特別会計 

集落排水事業特別会計

浄化槽市町村整備推進事業
特別会計

財産区特別会計
※8財産区の合計

予算額

122億2,362万円

9億5,292万円

104億9,679万円

7億8,149万円

5億　740万円

2,922万円

7,765万円

7億  533万円

6億6,513万円

1億　236万円

1,229万円

41億4,613万円

その他
7万円【0.0％】

■病院事業
【貸借対照表】 （平成24年９月30日現在）

固 定 資 産
流 動 資 産

合 計

流 動 負 債
資 本 金
剰 余 金
合 計

6億7,999万円
122億7,308万円
2億2,945万円
131億8,252万円

費　　用
【損益計算書】 （平成24年４月１日から９月30日）

収　　　益
医 業 費 用
医業外費用
特 別 損 失

合 計

35億1,637万円
6,813万円
28万円

35億8,478万円

医 業 収 益
医業外収益
当期純損失
特 別 利 益
合 計

33億　780万円
1億6,516万円
1億1,147万円

35万円
35億8,478万円

市民１人あたり＝4万1,852円
（99,070人／平成24年9月30日

住民基本台帳人口）

市民税
14億9,027万円
【35.9％】

　合計

固定資産税
21億1,438万円
【51.1％】

市たばこ税
2億7,375万円【6.6％】

固 定 資 産
流 動 資 産

合 計

222億6,953万円
27億4,797万円

250億1,750万円

流 動 負 債
資 本 金
剰 余 金
合 計

9,424万円
164億4,243万円
84億8,083万円
250億1,750万円

■水道事業
【貸借対照表】 （平成24年９月30日現在）

資産の部 負債・資本の部
87億　 13万円
44億8,239万円

131億8,252万円

軽自動車税
2億2,925万円【5.5％】

入湯税
3,841万円【0.9％】
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市政情報便市政情報便  市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ 

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページ番号を入力すると関連情報がご覧いただけます

【市内の空間放射線量】
◆期　間／10月21日～11月20日
◆場　所／横手消防署・雄物川分署・十文字分署
◆結　果／毎時0.04～0.08マイクロシーベルト

○市県民税４期　 ○国民健康保険税６期
○介護保険料６期 　○後期高齢者医療保険料６期

　納期限は１月４日です
◆市税等の納付は便利・安心・確実な
  口座振替で！口座振替の方は残高確
　認をお忘れなく！
◆市財務部納税課（横手庁舎）　32-2518

○市県民税４期　 ○国民健康保険税６期
○介護保険料６期 　○後期高齢者医療保険料６期

　納期限は１月４日です
◆市税等の納付は便利・安心・確実な
  口座振替で！口座振替の方は残高確
　認をお忘れなく！
◆市財務部納税課（横手庁舎）　32-2518

◆日　　時／12月26日(水)午前９時～10時30分
　　　　　　※１人につき15分で６人までになります
◆申込期限／12月20日(木)午後５時
◆申 込 み／市総務企画部市長公室秘書・政策調整担当     
            　35-2111（内線1033、1034）

市長面会日のお知らせ

油 漏 れ

　
冬
期
間
は
灯
油
を
使
う
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。
毎
年
こ
の
時
期

に
な
る
と
不
注
意
に
よ
る
油
こ
ぼ

れ
や
、
小
分
け
中
の
油
漏
れ
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
事
故
を
起

こ
す
と
油
の
回
収
・
処
理
に
多
大

な
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

◆
油
流
出
事
故
の
主
な
原
因

　
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
閉
め
忘
れ
や

落
雪
、
除
雪
作
業
に
よ
る
配
管
の

破
損
な
ど
が
事
故
の
主
な
原
因
と

し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

◆
油
流
出
事
故
を
防
ぐ
に
は

①
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
灯
油
を
小

　
分
け
す
る
時
は
、
絶
対
に
そ
の

　
場
を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

　
ょ
う
。

②
落
雪
か
ら
給
油
管
を
保
護
し
た

　
り
、
給
油
管
の
場
所
が
わ
か
る

　
よ
う
に
し
て
破
損
防
止
に
努
め

　
ま
し
ょ
う
。

③
油
漏
れ
を
防
止
す
る
た
め
、
配

　
管
や
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
定
期
点

　
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
万
が
一
、
油
漏
れ
に
気
づ
い
た

　ら
　
灯
油
を
流
出
さ
せ
て
し
ま
っ
た

ら
、
お
近
く
の
消
防
署
、
警
察
署
、

国
や
県
の
機
関
、
市
役
所
各
地
域

局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
市
市
民
生
活
部
生
活
環
境
課（
横

　
手
庁
舎
内
）
　

　
　
３
５
‐
２
１
８
４

家
庭
用
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
事
業
所
用
タ
ン
ク
の
油
漏
れ
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

油漏れを防止するために、ホーム
タンクの配管を確認し、バルブの
閉め忘れに注意してください

ＨＰページ番号／000002015

７
14
21
28

６
13
20
27

５
12
19
26

４
11
18
25

２
９
16
23
30

３
10
17
24
31

１
８
15
22
29

１月 -January-

   　
工
業
統
計
調
査
は
、
国
の
工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く
報

告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で
す
。

　
調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策

や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と

し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
調
査
時
点

は
12
月
31
日
で
す
。
調
査
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
市
総
務
企
画
部
経
営
企
画
課（
南

　
庁
舎
内
）
　
３
５
‐
２
１
６
４

平
成
24
年
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

農　業 統　計

   　
市
内
全
果
樹
農
家
を
対
象
に
し

た
『
果
樹
基
本
調
査
』
は
農
家
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
終

了
し
ま
し
た
。
調
査
結
果
は
、
水

土
里
情
報
シ
ス
テ
ム
に
入
力
し
、

県
や
市
、
Ｊ
Ａ
、
共
済
組
合
が
共

同
で
、
園
地
の
流
動
化
や
担
い
手

支
援
、
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
〝
果
樹

産
地
の
振
興
〞
に
役
立
て
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
県
平
鹿
地
域
振
興
局
農
林
部
農

　
業
振
興
普
及
課

　
　
３
２
‐
９
５
０
１

　
市
産
業
経
済
部
農
業
政
策
課（
県

　
平
鹿
地
域
振
興
局
内
）　

　
　
３
２
‐
２
１
１
２

果
樹
基
本
調
査
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
ま
す

予防接種

   　
市
で
は
11
月
１
日
か
ら
４
種
混

合
ワ
ク
チ
ン
（
百
日
せ
き
、
ジ
フ

テ
リ
ア
、
破
傷
風
、
不
活
化
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
）
の
個
別
接
種
を
行

っ
て
い
ま
す
。
協
力
医
療
機
関
で

事
前
に
必
ず
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
料
金
は
無
料
で
す
。

　
４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
は
、
全
４

回
の
接
種
が
必
要
で
す
。た
だ
し
、

次
の
方
は
原
則
と
し
て
、
３
種
混

合
ワ
ク
チ
ン
（
百
日
せ
き
、
ジ
フ

テ
リ
ア
、
破
傷
風
）
と
単
独
の
不

活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

＊
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
１
回
接
種

　
済
の
方

＊
単
独
の
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

　
ン
１
回
以
上
接
種
済
の
方

＊
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
１
回
以
上

　
接
種
済
の
方

【
問
合
せ
】

　
市
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課(

横

　
手
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
３
３
‐
９
６
０
０
　

４
種
混
合
予
防
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
し
た

ＨＰページ番号／000001381
ＨＰページ番号
   000011289

　金沢柵のこれまでの研究調査を踏まえ、文献や絵巻
史料などから迫ります。また清原氏と関係が深い藤原
氏のほかに、越後城氏、海道平氏などとのつながりも
検証します。
◆期　日／12月15日（土）～16日（日）
◆場　所／市役所南庁舎講堂
◆内　容／
《15日（土）》午後２時～４時30分
 【報告１】
　『金沢柵推定地陣館遺跡発掘調査成果と金沢柵の想
　定範囲』市教育委員会文化財保護課職員
 【講演１】
　『古代末から中世にいたる城館の姿』
　（財）福島県文化振興事業団主幹・飯村均氏
 【講演２】
　『国史跡奥山荘城館遺跡－越後城氏と鳥坂城－』
　新潟県胎内市教育委員会文化財係長・水澤幸一氏
《16日（日）》午前９時30分～午後２時30分
 【基調講演１】
　『城柵の立地と武備』
　長野工業高等専門学校准教授・中澤克昭氏
 【基調講演２】
　『越後城氏と出羽山北清原氏』
　武蔵大学教授・高橋一樹氏 
 【後三年合戦シンポジウム】
　史料が明かす『金沢柵』と『清原氏』の実像
　コメンテーター・岩手大学教授・樋口知志氏
　パネリスト・高橋一樹氏、飯村均氏など
◆問合せ／市教育委員会文化財保護課（かまくら館　
　　　　　内）　32-2403

ＨＰページ番号／000012336ＨＰページ番号／000012336

平成24年度後三年合戦金沢柵公開講座
史料が明かす『金沢柵』と『清原氏』の実像
平成24年度後三年合戦金沢柵公開講座
史料が明かす『金沢柵』と『清原氏』の実像

環　境ＨＰページ番号／000012339

　
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
お

よ
び
節
電
対
策
の
一
環
と
し
て
冬

季
も
節
電
と
ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。
家
庭
や
事
業

所
で
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ
と
は
　
　

　
過
度
に
暖
房
機
器
に
頼
ら
ず
、

働
き
や
す
く
温
か
い
、
格
好
の
良

い
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
と
い
う
意

味
の
造
語
で
す
。

◆
家
庭
で
取
り
組
め
る
節
電

《
暖
房
器
具
》
　

・
室
内
温
度
は
20
度
を
目
安
と
し
、

　
運
転
時
間
を
こ
ま
め
に
調
節
し

　
ま
し
ょ
う
。

・
月
に
１
〜
２
回
フ
ィ
ル
タ
ー
を

　
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

・
外
出
や
就
寝
す
る
15
分
く
ら
い

　
前
に
暖
房
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

・
厚
手
や
床
ま
で
届
く
丈
の
長
い

　
カ
ー
テ
ン
が
効
果
的
で
す
。

・
ひ
ざ
掛
け
や
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
、

　
毛
足
の
長
い
座
布
団
で
、
保
温

　
性
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

《
照
明
器
具
》

・
買
い
替
え
の
際
は
、
省
エ
ネ
型

　
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

・
器
具
の
掃
除
で
明
る
さ
が
ア
ッ

　
プ
し
ま
す
。
点
灯
時
間
も
調
整

　
し
ま
し
ょ
う
。

《
テ
レ
ビ
》

・
消
す
と
き
は
主
電
源
も
切
り
ま

　
し
ょ
う
。

《
パ
ソ
コ
ン
・
Ｏ
Ａ
機
器
》

・
長
時
間
席
を
離
れ
る
と
き
は
電

　
源
を
切
る
か
ス
タ
ン
バ
イ
モ
ー

　
ド
に
し
ま
し
ょ
う
。

《
冷
蔵
庫
》

・
置
き
場
所
は
風
通
し
の
良
い
場

　
所
に
置
き
、
壁
か
ら
10
㌢
以
上

　
離
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

　
市
市
民
生
活
部
生
活
環
境
課（
横

　
手
庁
舎
内
）

　
　
３
５
‐
２
１
８
４

冬
も
節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

空き家ＨＰページ番号／000012159

　
市
で
は
、
移
住
・
定
住
の
促
進

や
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
を
目
的

に
、
『
空
き
家
バ
ン
ク
』
を
創
設

し
ま
し
た
。
空
き
家
の
売
買
や
賃

貸
借
を
希
望
す
る
方
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
売
却
や

賃
貸
で
き
る
空
き
家
の
情
報
を
掲

載
し
ま
す
。
売
買
契
約
手
続
き
な

ど
は
、
社
団
法
人
秋
田
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
に
所
属
す
る
会
員

企
業
が
行
い
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

【
問
合
せ
】

　
市
市
民
生
活
部
く
ら
し
の
相
談

　
課（
横
手
庁
舎
内
）

　
　
３
５
‐
４
０
９
９

　
ま
た
は
各
地
域
局
地
域
振
興
課

『
空
き
家
バ
ン
ク
』制
度
を
創
設
し
ま
し
た

地域共助

　『
横
手
市
み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う

地
域
づ
く
り
活
動
補
助
金
』
は
、

地
域
力
向
上
・
自
主
防
災
・
除
雪

支
援
事
業
な
ど
に
活
用
で
き
ま
す
。

補
助
金
を
有
効
に
活
用
し
て
も
ら

う
た
め
、
人
材
育
成
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
町
内
会
や
地

区
会
議
な
ど
で
関
心
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
12
月
21
日（
金
）午
後
１

　
時
30
分
〜
３
時

◆
場
所
／
南
庁
舎
講
堂

◆
講
師
／
県
企
画
振
興
部
活
力
あ

　
る
農
村
集
落
づ
く
り
支
援
室
長
・

　
小
野
一
彦
氏

◆
内
容
／
『
感
謝
、
笑
顔
、
行
動

　
で
付
加
価
値
を
！
』を
モ
ッ
ト
ー

　
に
し
た
県
内
で
の
地
域
支
援
活

　
動
を
紹
介
し
な
が
ら
、
問
題
の

　
解
決
方
法
や
、
生
活
基
盤
向
上

　
の
た
め
の
助
言
を
し
ま
す
。
　

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
期
限
／
12
月
14
日（
金
）

◆
申
込
み
／
経
営
企
画
課
に
電
話
、

　
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
市
総
務
企
画
部
経
営
企
画
課（
南

　
庁
舎
内
）
　
３
５
‐
２
１
６
４

　
　
３
３
‐
６
０
６
１

地
域
づ
く
り
講
演
会

『
秋
田
は
み
ん
な
元
気
ム
ラ
』を
開
催
し
ま
す

ＨＰページ番号／000011984
    kikaku@city.yokote.lg.jp

　この夏の降水量不足により、地下水の水位は例年
より低下しています。今後、地下水を使用した消雪
作業などにより、水道用水の不足が心配されます。
消雪作業時はこまめに水量調節を行うなど、各家庭
や事業所での節水にご協力ください。
◆問合せ／上下水道部水道課　35-2252
　　　　　建設部建設監理課　32-2406　　　　　

冬期間も節水にご協力ください冬期間も節水にご協力ください
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市政情報便市政情報便  市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ 

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページ番号を入力すると関連情報がご覧いただけます

架空請求詐欺にご注意ください！
　最近、パソコンや携帯電話に『総合情報サイト利
用料金未納』や『無料期間が過ぎても退会手続きが
されていない』などと連絡を求めるメールが入り、
連絡先に電話すると多額の料金を請求されるという
相談が増えています。これらは、『架空請求詐欺』
である可能性が高く、電話やメールをすると個人情
報を取得されてしまうため、相手に連絡せずに消費
生活センター相談窓口にご相談ください。
◆相談窓口／市消費生活センター（横手庁舎内）　　
　　　　　　  32-2919

悪質な訪問販売お断りシールができました
　市消費生活センターでは、悪質な訪問販売や電話
勧誘によるトラブルが増加していることから、被害
を防ぐために『悪質な訪問販売お断り』シールを作
成しました。
  無料で配布しますので、玄関や電話の近くに貼り
付けて、ご活用ください。
◆配布窓口／市消費生活センター（横手庁舎１階）、
　　　　　　各地域局市民福祉課窓口
◆問 合 せ／市市民生活部くらしの相談課（横手庁        
            舎内）  35-4099

『架空請求詐欺』や『悪質な訪問販売』の被害にあわないようにしましょう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＨＰページ番号／000001246
『架空請求詐欺』や『悪質な訪問販売』の被害にあわないようにしましょう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＨＰページ番号／000001246

　地域の活性化と地場産業の振興を図るため、市内
の地域資源や特性を活用した特産品開発に要する経
費の一部を補助しています。
～平成24年度採択事業～
①㈲秋田かまくらミート『横手黒毛和牛のレトルト
　食品開発』
②㈲藤倉食品『大豆を使った新商品開発』
③㈲蕗月堂『特産品和菓子の開発』
④㈱菅与『短角牛のレトルト食品開発等』
⑤横手特産品開発舎（仮称）『地場産野菜、果物を
　使った洋菓子開発』

※平成24年度の応募は締め切りました

　平成19～24年度までに当該補助金を活用した商品
（食品のみ）のコンテストを平成25年２月中旬に開催
します。入賞者（団体）は平成25年２月下旬の『食
と農フォーラム』で表彰される予定です。
◆問合せ／市産業経済部マーケティング推進課（県
　　　　　平鹿地域振興局内）　32-2117

平成24年度横手市特産品開発支援事業補助金の採択状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＨＰページ番号／000009668

平成24年度横手市特産品開発支援事業補助金の採択状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＨＰページ番号／000009668

　◆市が行っている滞納解消への取り組み
　①納税相談
　  納期限までに納めることが困難な場合は、各地域  
    局窓口か納税課に連絡または、直接お越しください。
　②督促、催告
　　納期限が過ぎても納付が確認できない場合は、督
　　促状や催告書を送付します。この場合、本税以外
　　に督促手数料や延滞金が課せられます。
　③財産調査
　　法律に基づき、滞納者の同意を得ることなく金融
　　機関や保険会社、勤務先、取引先などを調査します。
  ④差し押さえ
　　不動産や預貯金など把握した財産を差し押さえし、
　　取り立て・換価します。
　⑤秋田県地方税滞納整理機構
　　機構は、税金の滞納処分を専門に行うため秋田県
　　および県内市町村で設立した組織です。悪質な滞
　　納者については、機構への引き継ぎを行います。

　滞納が発生すると、納期限内に納付されている方
との公平性が保てないだけでなく、滞納処分のため
に貴重な税金から本来必要のない経費を支出しなけ
ればなりません。そのため、市では取り組みを強化
し、早期の滞納解消と収納率向上に努めています。

　＜納税は国民の義務です＞　税金の滞納には厳しく対処します！　＜納税は国民の義務です＞　税金の滞納には厳しく対処します！

〝納税相談は滞納解消への第一歩〟〝納税相談は滞納解消への第一歩〟

　滞納処分を強化した結果、
差し押さえ件数、金額とも
に前年度を上回る数値で推
移しています。今後も引き
続き、差し押さえ等滞納処
分を強化し、納税の公平性
の確保に努めていきます。

◆問合せ　
・市財務部納税課（横手庁
　舎内）　32-2518
・各地域局地域振興課

◆差し押さえの実施状況

　　　不動産
　　　動産
　　預貯金・国税還付金
　　　給与
    　売掛金・賃料
　　　生命保険
　　　年金
　　※前年同月比

債

　権

 　４件／
　 １件／
　399件／
　 19件／　
 　19件／
 　33件／
 　５件／
＋196件

 住宅、田など
 普通乗用車 　    
  35,399,009円
  　 485,500円 
 　1,656,500円
 　9,604,816円
   　229,000円
 ＋8,201,464円

平成24年度（11月15日現在）種　類

離職者等を雇用する事業主を支援します
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＨＰページ番号／000012334

離職者等を雇用する事業主を支援します
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＨＰページ番号／000012334

　県では、これまで実施してきた経済・雇用対策に
加え、今回さらに地域の雇用の維持・創出を図るた
め、民間企業等を支援します。このほかにも各種事
業がありますので、詳しくはお問い合わせください。

　正規雇用奨励事業
　事業主の都合により離職した方２人以上を正規雇
用した企業に対し、奨励金を支給します。
◆支給対象／県内の民間企業等
◆支給要件／
　①事業主の都合により離職した方を６カ月以内に
　　２人以上正規雇用していること
　②雇用日から６カ月時点で、雇用者が離職してい
　　ないこと
　③平成24年６月１日以降に雇用していること
◆支 給 額／２人以上10人までの雇用について、１人
　　　　　  あたり50万円を支給
◆申請期限／平成26年12月末
◆申込み・問合せ／県産業労働部雇用労働政策課
　　　　　　　　　　018-860-2336

　緊急就職サポート事業
　企業が離職者を雇用し、人材育成研修を行って正
規雇用した場合の経費を助成します。
◆支給対象／県内の民間企業等
◆支給要件／
　①仕事を通じて行う研修と専門機関の外部研修受
　　講など、両方の研修により人材育成を行うこと
　②６カ月以上雇用し、研修終了時までに正規雇用
　　すること
　③１年以内に事業主の都合で解雇しないこと
　④平成24年６月１日以降に雇用していること
◆対象経費／雇用者の人件費および研修経費
◆事業期間／３カ月以上１年まで
◆補助率等／対象経費の10分の10、１人あたり上限
　　　　　　額200万円、原則10人分まで助成
◆申請期限／平成26年９月末
◆申 込 み／市産業経済部商工労働課（県平鹿地域               
            振興局内）　32-2115
◆問 合 せ／県産業労働部雇用労働政策課
　　　　　　　018-860-2336

　市では、65歳以上の方のみの世帯や民生児童委員な
どに防災ラジオを配布しています。次の点に注意して
お使いください。
◆使用方法／３本の電池を入れたままコンセントにア
　　　　　　ダプターをさしてご利用ください。緊急
　　　　　　時に自動でスイッチが入り、横手かまく
　　　　　　らエフエムから市の緊急災害情報が放送
　　　　　　されます。
◆問合せ／市総務企画部危機管理室（北庁舎内）    
　      　　35-2195、または各地域局地域振興課

　12月１日から一人暮らし高齢者の住宅などの除雪を
行う団体に除雪機械を貸し出します。
◆貸出機械／除雪機、アルミブリッジ、ホイルローダー
◆貸出対象／町内会等の団体※個人への貸し出しは行        
            いません。
◆申請方法／高齢ふれあい課、または各地域局市民福    
            祉課に備え付けの借用書に所定事項を記    
            入し提出してください。詳細は市のホー   
            ムページで確認してください。
◆問合せ／市健康福祉部高齢ふれあい課（横手庁舎内）
　　　　　　35-2134、または各地域局市民福祉課

除雪機械を貸し出します　ＨＰ番号000010431除雪機械を貸し出します　ＨＰ番号000010431 防災ラジオの使い方について ＨＰ番号000011844防災ラジオの使い方について ＨＰ番号000011844

◆職種・採用予定人数／理学療法士または作業療法士・
　１名程度
◆受験資格／昭和28年４月２日以降に生まれた方で
　理学療法士または作業療法士の資格を有する方
◆勤務先／市の社会福祉施設
◆１次試験日・場所／平成25年１月20日（日）・南庁舎
◆１次試験内容／教養試験、小論文、個人面接
◆受験申込期限／12月21日（金）※当日消印有効

◆申込み／〒013-8601　横手市条里一丁目１番64号
　　　　　横手市総務企画部人事課  35-2163　

※郵便で請求する場合は、封筒の表に『職員採用試
験申込用紙請求』と朱書きし、宛先を明記して140
円切手を貼った返信用封筒（角形２号）を同封のう
え、市役所人事課にお送りください。申込用紙等は
市のホームページからもダウンロードできます。

平成25年４月採用 横手市職員（理学療法士または作業療法士）を募集します ＨＰ番号000005388平成25年４月採用 横手市職員（理学療法士または作業療法士）を募集します ＨＰ番号000005388

商品化された『あきたこまちを使用したせんべい（左）』と『りんごの加工品（右）』



　大切な命を守るため、自分たちに何ができるかを考え
る講演会が、11月13日、かまくら館で開催され、近江直
人弁護士が『多重債務による自殺をなくそう』と題して
講演しました。近江弁護士は、多重債務者の増加と並行
して自殺者が増えていることや、多重債務者の約８割が
相談せずに一人で悩んでいるという実態を伝え「家賃滞
納や虐待といった多重債務者によく見られる兆候に気づ
いたら、相談窓口を紹介するだけでなく、その窓口まで
一緒に付き添って橋渡ししてほしい」と呼びかけました。

Topics

 （横手）

高齢者のサポートを考える
■増田高校・十文字中学校が福祉で交流（増田）

高校生がサポートし、中学生が高齢者の日常生活を擬似体験

　11月11日の『介護の日』を前に、11月９日、増田高校
総合学科生活福祉系列の２・３年生29人と、総合的な学習
の時間で福祉を選択している十文字中学校の１・２年生24
人が、福祉交流学習で高齢者の介護について学びました。
　増田高校を訪れた中学生は、耳栓や特殊眼鏡、サポー
ターなどを身につけ、高齢者の生活を体験。中学生は動
きにくさを体感しながら、どんな介助をしてほしいかを
考え、高校生は中学生の話を聞きながら、どんな言葉か
けをすると安心して行動できるかなどを考えました。

（雄物川）

近江弁護士の講演（左）や、劇団蒼い鷹の寸劇（右）で心の健康を考える

 

みんなで支えあう心といのち
■心の健康づくり・自殺予防対策講演会（横手）

　11月13日、災害ボランティアセンターの設置後に殺
到すると予想されるボランティア希望者と、実際に必
要とされる作業とをマッチングさせる訓練などが、市
役所南庁舎で行われました。約80人の参加者は、総務、
受付、マッチングなどの班に分かれ、班ごとに真剣に
作業に取り組み、有事の際をイメージしていました。

ボランティアセンター設置訓練

  雄物川地域づくり協議会事業として『ひょっこりひ
ょうたん島』で有名な人形劇団によるふれあい人形劇
が、11月３日に開催され、130人の親子が楽しいひと
ときを過ごしました。観劇後には、放送で実際に使用
された『ドンガバチョ』などの人形を見て、当時を知
る大人たちも子どもの頃の思い出に浸っていました。
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親と子のふれあい人形劇

　11月10日、わくわく消防広場がスーパーセンタートラ
スト雄物川店を会場に開催されました。はしご車や救急
車の搭乗体験のほか、的確に情報を伝える119番のかけ
方を学ぶコーナーなども設けられました。
　ＡＥＤによる救急救命訓練を行うコーナーでは、消防
署員の指導で、機器の音声案内に従い操作方法を熱心に
学ぶ親子連れの姿が見られました。また、はしご車の搭
乗を終えた子どもたちは、12㍍の高さを体験し「とても
高かった」とうれしそうに話していました。

■親子で楽しむ消防体験(雄物川）

わくわく消防広場 応援に感謝、４年後も挑戦

　９月のロンドンパラリンピック男子マラソン競技に出
場し、７位入賞を果たした当市出身の高橋勇市さんが11
月９日、母校の横手西中学校で報告会を行いました。　
　「コースは石畳でカーブが多かったが、沿道からの応
援が励みになり、過去２回を上回るタイムで走りきるこ
とができた。４年後のリオデジャネイロ大会にも必ず挑
戦する」と力強く報告しました。花束を手渡した真壁美
知瑠さんは「高橋さんの走りから元気をもらった。母校
の先輩であることをうれしく思う」と話してくれました。

■高橋勇市さんパラリンピック報告会（横手）

生徒代表の真壁美知瑠さんから花束を受け取った高橋勇市さん

 サウンドテーブルテニス選手権大会 静寂の中、夜を徹し厳かに舞う （大森）

  第１回横手サウンドテーブルテニス選手権大会が11
月11日、すこやか横手で開催されました。市内外から
参加した視覚障がい者と健常者が男女の部に分かれて、
転がると音のするピンポン球で試合を行いました。男
子の部で優勝した市内の佐佐木昭さんは「地元開催の
面目が保てて良かった」と笑顔で話してくれました。

　11月７日夜から８日
朝にかけて、保呂羽山
波宇志別神社里宮神殿
で、国の重要無形民俗
文化財『霜月神楽』が
行われました。神子や
神職が収穫に感謝し、
五穀豊穣を祈願するた
め33の神事を厳かに奉
納。昨年に続き訪れた
という実践女子大学大
学院の菊地真理子さん
は「神職が舞う山の神
舞は、勇ましく印象的
だった」と話してくれ
ました。

み　こ

は う し わけ

■大雄地域ふるさとコンサート（大雄）

あの日歌ったあの歌この歌

　11月９日、大雄地区ＰＴＡ連絡協議会と大雄地域づく
り協議会の共催で、声楽家・小松田茂さんの〝大雄地域
ふるさとコンサート〟が田根森小学校で開かれました。
　小松田さんは平鹿町出身で、日本をはじめ世界各国で
音楽活動を行っています。この日は、田根森・阿気両小
学校の児童と地域住民など約300人を前に、大雄童謡の
会や児童たちとの合唱を交えながら、懐かしい童謡や横
手市民歌など15曲を熱唱。歌に込められた日本の四季の
素晴らしさと家族の大切さを伝えてくれました。歌詞の意味やふるさとの思い出を語り、15曲を熱唱した小松田茂さん

み

ち る

■おおたか静流 花咲かせコンサート（横手）

おおたか静流さんの歌に合わせて、楽しそうに踊る子どもたち

横手でも笑顔の花が満開に

　11月11日、震災後の子どもたちを元気にし、本物の舞
台芸術を身近に感じてもらおうと、花咲かせプロジェク
ト横手市実行委員会の主催する、おおたか静流さんのコ
ンサートが横手南小学校で行われました。
　ＮＨＫ教育テレビ〝にほんごであそぼ〟に出演してい
る静流さんの県内初コンサートとなったこの日は、テレ
ビやＣＭでおなじみの『でんでらりゅうば』など10曲を
披露。子どもたちは、一緒に歌ったり踊ったりして笑顔
の花を咲かせていました。

心配された雨も止み、歓声があがったはしご車搭乗体験
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柿崎　祐也さん
かきざき　ゆうや（23歳・十文字）
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福
祉
専
門
学
校
に
進
学
し
ま

し
た
。
卒
業
後
は
、
福
祉
の
専
門
知
識
が
生
か

せ
る
増
田
町
の
『
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
シ
ル

バ
ー
ド
ー
ム
い
き
い
き
の
郷
』
に
就
職
し
、
今

年
で
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
「
入
所
者
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
切
に
し
、
看
護
師
や
同
僚
た
ち
と
相
談
し

な
が
ら
心
身
の
ケ
ア
に
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

入
所
者
の
方
に
安
心
し
て
過
ご
し
て
も
ら
う
こ

と
が
一
番
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
介
護
の
仕
事
を
続
け
て
い
き
ま
す
」
と
熱

心
に
話
す
祐
也
さ
ん
。
仕
事
に
対
す
る
真
摯
な

気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

◆
趣
味
・
興
味
の
あ
る
こ
と

　
休
日
は
、
２
５
０
㏄
の
バ
イ
ク
で
ツ
ー
リ
ン

グ
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
気
軽
に
出
か
け

ら
れ
る
の
が
バ
イ
ク
の
魅
力
で
、
８
月
に
訪
れ

た
厳
美
渓
の
自
然
豊
か
な
景
色
が
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。

横手マリア園（横手）
ゆり組のおともだち

白梅保育園（横手）かなりや組のおともだち

　童謡と言えば、どなたでも一度は耳にしたり歌っ
たりしたことがあるのではないでしょうか。
　『大雄童謡の会』は、旧大雄村教育委員会主催の
婦人学級で行われていた童謡教室がきっかけとな
り、27年前に結成された合唱団です。現在会員は
24人。大雄交流研修館で月１回、佐々木洋子さん
の指導のもと練習に励み、芸術文化祭での発表や
社会福祉協議会が行っているいきいきサロン、高
齢者施設での慰問活動などを行っています。
　「歳を忘れてみんなで楽しく歌っています。発
表会や慰問先で、参加者が一緒に口ずさんで歌っ
ている様子を見ると、うれしくなります」と会員
の皆さんは笑顔を見せます。
　会長の熊谷さんは「日本の四季折々の行事や情
景を歌った童謡は、心にしみるものがあります。
家に閉じこもっていないで、私たちと一緒に歌っ
てみませんか」と話してくれました。
◆問合せ　大雄生涯学習センター　52-3907

材料（４人分）
○ゆで大豆…160g　○玉ねぎ…160g  ○にんじん…40g
○ピーマン…40g   ○しいたけ…40g ○にんにく…10g
○豚ひき肉…160g　○ご飯…800g　○カレールウ…60g
○サラダ油…大さじ１  ○塩・こしょう…少々 
【調味料①】
○中濃ソース…大さじ２ ○トマトケチャップ…小さじ１
作り方
①大豆はザルにあげ、水気をよく切っておく。
②玉ねぎ、にんじん、ピーマンは、７～８㍉角に切り、
　しいたけは１㌢角に切っておく。
③フライパンにサラダ油を熱し、みじん切りにしたにん
　にくを炒め、香りがたったらひき肉を入れ、焼き色が
　付くまで炒める。
④野菜を順に入れて炒め、刻んだカレールウを少量のお湯
　で溶き加えてなじませ、大豆を入れて炒め合わせる。
⑤【調味料①】を入れ、塩・こしょうで味を調える。

◎今月の紹介者

１人分の栄養素
エネルギー 563.0kcal
タンパク質  21.1g
脂　　　質  15.9g
塩　    分   2.0g

大豆ドライカレー

にこにこレシピ
●旬の地産食材で健康づくり●

食と農からのまちづくり

オイ

シイ
ってカラ

ダにイイ

横手市食生活改善推進協議会・大森支部
岡部 たえ子さん（大森・八沢木）
　野菜がたっぷり入ったドライカレー
は、ご飯やパンにも相性バッチリな一
品です。大豆は〝畑のお肉〟といわれ
るほど、良質なタンパク質が多く含ま
れ、栄養豊富な食材です。また、骨粗
しょう症の予防や美肌効果、生活習慣
病の予防にも効果があります。

童謡サークル（大雄）

食事バランスガイド

主食

副菜

主菜
牛乳・乳製品 果物

1 3 4 5 6

3 4 5 6

2 3 4

1 212

5

7

1 2

1

2

『大雄童謡の会』

　納豆発祥伝説が、後三年
合戦の金沢柵をはじめ、沼

柵や大屋地区に残る横手。昔から大
豆が生産されていたことをうかがわ
せます。現在、横手市の大豆の作付
け面積は751㌶。豆腐や煮豆などの加
工に適した『リュウホウ』という品種
を主に作付けし、産地指定を受け、
ＪＡ秋田ふるさとを通じて関東など
に出荷されています。
（大豆生産農家・竹澤勇人さん・大森 袴形）

『大豆』今月の食材

ま
さ

  

海
が
間
近
に
広
が
り
、
み
か
ん

の
産
地
で
有
名
な
長
崎
県
南
島
原

市
が
ふ
る
さ
と
の
愛
さ
ん
は
、
長

崎
の
お
寺
で
修
行
を
し
て
い
た
正

見
さ
ん
と
平
成
20
年
に
結
婚
し
、

そ
の
２
年
後
に
横
手
で
暮
ら
し
始

め
ま
し
た
。
正
見
さ
ん
の
実
家
は

金
沢
地
区
に
あ
る
桂
徳
寺
で
、
愛

さ
ん
は
副
住
職
で
あ
る
ご
主
人
を

支
え
な
が
ら
、
２
歳
に
な
る
愛
娘

の
惟
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長
を

見
守
っ
て
い
ま
す
。

　「
横
手
の
田
園
風
景
に
は
、い
つ

も
心
が
癒
や
さ
れ
ま
す
。
食
べ
物

も
お
い
し
い
物
が
多
く
、
長
崎
で

は
あ
ま
り
食
卓
に
上
が
る
こ
と
の

な
か
っ
た
山
菜
な
ど
の
豊
富
さ
に

は
驚
き
ま
し
た
。
山
の
幸
が
た
く

さ
ん
入
っ
た
納
豆
汁
も
大
好
き
で

す
」
と
横
手
の
自
然
や
食
の
魅
力

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
う
れ
し
い
こ
と
に
、
お
二
人
の

間
に
は
、
２
月
に
二
人
目
の
お
子

さ
ん
が
誕
生
す
る
予
定
で
す
。「
子

ど
も
た
ち
に
は
、
笑
顔
で
元
気
い

っ
ぱ
い
に
成
長
し
て
も
ら
い
た
い

で
す
」
と
話
す
姿
は
、
優
し
さ
に

あ
ふ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
愛
さ
ん
や
惟
ち
ゃ

ん
の
笑
顔
が
桂
徳
寺
を
訪
れ
る
地

域
の
人
た
ち
の
心
を
和
ま
せ
、
温

か
い
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

桂川　愛さん
かつらがわ　あい(34歳・横手）

■面積　169.91k㎡
■人口　51,385人
■世帯　18,918世帯

長崎県

南島原市
佐賀県

長崎県

ゆ
い

み

　このコーナーでは、まちのフレッシュさんを
リレー方式でご紹介します。柿崎さんは、前回
の小松さんからのご紹介です。



平成　 年市報よこて21 2012(       24　).12.1  No.172 

情報～information～

市報よこて 20No.172  2012(       24　).12.1平成　 年

　
　
妊
婦
さ
ん
集
ま
れ
！
お
手
製

　
　
ス
タ
イ
を
作
り
ま
せ
ん
か

　
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
を
想
い
な
が
ら
、

マ
マ
お
手
製
の
ス
タ
イ
（
よ
だ
れ
か

け
）
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
裁
縫

道
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
12
月
10
日(

月)

午
前
10
時

　
15
分
〜
11
時
45
分
※
受
付
10
時
〜

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

◆
対
象
／
妊
娠
中
の
方

◆
参
加
費
／
５
０
０
円
（
材
料
代
）

◆
申
込
期
限
／
12
月
６
日(

木)

◆
問
合
せ
／
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
３
２
‐
２
４
２
６

　
　『
ち
び
っ
こ
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス

　
　
テ
ィ
バ
ル
』開
催
！

　
就
学
前
の
お
子
さ
ん
が
楽
し
め
る

企
画
を
た
く
さ
ん
用
意
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
元
気
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時
／
12
月
16
日（
日
）午
前
10
時

　
〜
正
午
※
参
加
無
料

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

◆
問
合
せ
／
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
３
２
‐
２
４
２
６

　
　
都
市
計
画（
案
）の
説
明
会
を

　
　
開
催
し
ま
す

　
下
水
道
事
業
計
画
区
域
の
変
更
に

伴
い
、
横
手
都
市
計
画
下
水
道
の
都

市
計
画
決
定
（
案
）
に
つ
い
て
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
10
日(

月)

　【
一
回
目
】
午
後
２
時
〜
３
時

　【
二
回
目
】
午
後
６
時
30
分
〜
７
時

　
30
分

◆
場
所
／
か
ま
く
ら
館

◆
問
合
せ
／
市
建
設
部
都
市
計
画
課

　（
水
道
庁
舎
）　
３
２
‐
２
４
０
８

　
　
安
本
踏
切
の
夜
間
通
行
止
め

　
　
期
間
延
長
の
お
知
ら
せ

　
市
道
杉
沢
安
本
線
安
本
踏
切
拡
幅

工
事
の
期
間
延
長
の
た
め
、
夜
間
通

行
止
め
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す
。
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
期
間
／
12
月
30
日(

日)

ま
で

◆
問
合
せ
／
市
建
設
部
道
路
河
川
課

　（
水
道
庁
舎
）　
３
２
‐
２
４
０
７

　
　
女
性
セ
ン
タ
ー
主
催『
よ
こ
て

　
　
の
歴
史
に
魅
せ
ら
れ
て
』

　
横
手
の
歴
史
と
観
光
の
取
り
組
み

を
後
三
年
合
戦
を
中
心
に
、
楽
し
く

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
12
月
13
日(

木)

午
前
10
時

　
30
分
〜
午
後
２
時

◆
場
所
／
女
性
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費
／
１
，０
０
０
円(

昼
食
代

　
含
む)

◆
定
員
／
先
着
20
人

◆
申
込
期
間
／
12
月
３
日(

月)

〜
７

　
日(

金)

※
託
児
事
前
申
込
み
必
要

◆
問
合
せ
／
女
性
セ
ン
タ
ー

　
　
３
３
‐
３
９
９
５

　
　
第
38
回
横
手
市
児
童
生
徒

　
　
美
術
展

　
児
童
生
徒
の
絵
画
や
立
体
作
品
な

ど
を
展
示
し
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
８
日（
土
）〜
10
日(

月)

　
※
10
日
は
午
後
１
時
ま
で

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

◆
入
場
料
／
無
料

◆
問
合
せ
／
山
内
中
学
校
・
佐
藤
教

　
諭
　
５
３
‐
２
２
０
８

　
　
特
別
展
開
催
中
『
晩
秋
か
ら

　
　
早
春
へ
〜
描
か
れ
た
季
節
〜
』

　
雄
物
川
郷
土
資
料
館
で
、
季
節
の

移
ろ
い
を
描
き
出
し
た
絵
画
展
を
開

催
中
で
す
。
横
山
津
恵
、
岡
田
謙
三

ら
の
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
期
間
／
12
月
24
日（
月)

ま
で

　
※
月
曜
日
休
館

◆
入
館
料
／
一
般
１
０
０
円
、高
校
・

　
大
学
生
50
円
、
中
学
生
以
下
無
料

◆
場
所
・
問
合
せ
／
雄
物
川
郷
土
資
料

　
館
　
２
２
‐
２
７
９
３

　
　
多
重
債
務
無
料
法
律
相
談
会

　
　

　
心
の
健
康
づ
く
り
事
業
と
し
て
、

３
月
ま
で
毎
月
１
回
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
20
日（
木)

※
相
談
時

　
間
は
１
人
30
分
ま
で

◆
場
所
／
川
村
法
律
事
務
所

◆
定
員
／
４
人
※
要
予
約

◆
申
込
期
限
／
12
月
13
日(

木
）

◆
申
込
み
／
横
手
市
消
費
生
活
セ
ン

　
タ
ー
（
横
手
庁
舎
）

　
　
３
２
‐
２
９
１
９

　
　
横
手
市
雇
用
創
出
協
議
会

　
　
各
種
セ
ミ
ナ
ー
等
開
催

【
よ
こ
て
起
業
セ
ミ
ナ
ー（
全
４
回
）】

　
雇
わ
れ
な
い
働
き
方
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
12
月
８
日（
土
）・
９
日（
日
）・

　
15
日（
土
）・
16
日（
日
）午
前
10
時
30

　
分
〜
午
後
４
時
30
分

◆
場
所
／
あ
さ
く
ら
館

◆
定
員
／
先
着
15
人

【
知
っ
て
お
き
た
い
！
知
的
財
産
の
守

り
方
】

　『
知
的
財
産
』を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
10
日（
月
）・
11
日（
火
）

　
午
後
３
時
30
分
〜
５
時
30
分

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

◆
定
員
／
50
人

【
エ
ク
セ
ル
２
０
１
０
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
ネ
ッ
ト
販
売
等
基
礎（
全
６
回
）】

　
農
業
者
、
ネ
ッ
ト
販
売
に
興
味
の

あ
る
方
、
求
職
者
等
が
対
象
で
す
。

◆
日
時
／
12
月
10
日（
月
）〜
17
日（
月
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時(

土
日
休
み)

◆
場
所
／
㈱
し
す
て
む
工
房

◆
定
員
／
10
人
※
書
類
選
考
に
よ
る

【
共
通
事
項
】

◆
受
講
料
／
無
料

◆
申
込
み
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

　
会
事
務
局（
市
商
工
労
働
課
内
）

　
　
３
３
‐
３
８
９
９

横手マリア園（横手）ゆり組のおともだち

講
　座

情報～information～

催
　し

講
　座

　
　
12
月
10
日
〜
16
日
は『
北
朝
鮮

　
　
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
』

　
拉
致
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
北
朝

鮮
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
は
国
際
社

会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
政
府
が
認
定
し
た
17
人
の
拉
致
被

害
者
以
外
に
も
、
い
わ
ゆ
る
特
定
失

踪
者
等
の
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
の
可

能
性
の
あ
る
事
案
が
あ
り
ま
す
。

　
警
察
で
は
、
拉
致
に
関
与
し
た
北

朝
鮮
工
作
員
な
ど
の
逮
捕
状
の
発
付

を
得
て
国
際
手
配
を
行
う
な
ど
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
新
た
な
情
報
収
集

等
所
要
の
捜
査
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
拉
致
容
疑
事
案
に
つ
い
て

情
報
を
お
持
ち
の
方
は
、
警
察
署
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
連
絡
先
／
横
手
警
察
署
　
３
２
‐

　
２
２
５
０
ま
た
は
お
近
く
の
交
番

　
か
駐
在
所
へ

　
　
第
６
回『
か
い
ご
教
室
』を
開

　
　
催
し
ま
す

　
自
宅
で
作
る
、
簡
単
で
ア
イ
デ
ア

い
っ
ぱ
い
の
介
護
食
の
作
り
方
を
学

び
ま
す
。
毎
日
の
食
事
で
お
悩
み
の

方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
12
月
20
日（
木
）午
後
１
時

　
30
分
〜
３
時
30
分

◆
場
所
／
浅
舞
公
民
館

◆
定
員
／
先
着
20
人
※
参
加
無
料

◆
申
込
期
限
／
12
月
18
日(

火)

◆
申
込
み
／
横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
本
部
　
３
６
‐
５
３
７
７
ま
た
は

　
各
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
求
職
者
支
援
訓
練『
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ

　
　
ネ
ス
基
礎
科
』受
講
者
募
集

　
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
、
ワ
ー
プ
ロ
、

表
計
算
ソ
フ
ト
の
操
作
等
を
学
び
ま

す
。
雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
方

で
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
受

講
期
間
中
に
給
付
金
を
受
け
ら
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

◆
日
時
／
平
成
25
年
１
月
28
日（
月
）

　
〜
４
月
26
日(

金)

午
前
９
時
〜
午

　
後
３
時
50
分
※
土
日
・
祝
日
は
休
み

◆
場
所
／
㈱
し
す
て
む
工
房

◆
定
員
／
15
人
※
面
接
等
で
選
考

◆
対
象
者
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

　
申
込
み
を
し
て
い
る
方

◆
受
講
料
／
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

◆
申
込
期
限
／
12
月
25
日（
火
）

◆
申
込
み
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
横
手

　
　
３
２
‐
１
１
６
５

　
　
Ｙ
ぷ
ら
ざ
企
画
講
座

　
　
井
戸
端
ト
ー
キ
ン
グ
ジ
ャ
ム

　
地
域
活
動
団
体
メ
ン
バ
ー
と
の
楽

し
い
交
流
の
中
か
ら
、
自
分
に
で
き

る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
12
月
12
日(

水)

午
後
７
時

　
〜
９
時
※
参
加
申
込
み
必
要

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
県
南
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　
セ
ン
タ
ー
　
３
３
‐
７
０
０
２

　
　
認
知
症
無
料
特
別
相
談
会

　
　
　
　

　
認
知
症
の
悩
み
に
つ
い
て
、
医
師

や
認
知
症
家
族
会
な
ど
専
門
の
相
談

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
15
日（
土
）午
後
１
時

　
〜
４
時
※
要
事
前
申
込
み

◆
場
所
／
秋
田
県
高
齢
者
総
合
相
談

　
セ
ン
タ
ー
（
県
中
央
シ
ル
バ
ー
エ

　
リ
ア
・
秋
田
市
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
秋
田
県
認
知
症

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
０
１
８
‐
８
２
９
‐
２
２
７
５

　
　
法
務
局
夕
方
な
ん
で
も
相
談

　
　
所
開
設
　
　

　
日
中
お
忙
し
い
方
の
た
め
に
、
平

日
の
夕
方
、
登
記
・
戸
籍
・
供
託
・

人
権
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
11
日（
火
）午
後
５
時

　
〜
７
時
※
６
時
45
分
受
付
終
了

◆
場
所
／
法
務
局
大
曲
支
局

◆
費
用
／
無
料
※
一
人
30
分
ま
で

◆
問
合
せ
／
法
務
局
大
曲
支
局

　
　
０
１
８
７
‐
６
３
‐
２
１
０
０

　
　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　『
無
料
相
談
会
』　
　

　
不
動
産
・
会
社
・
法
人
の
登
記
や

多
重
債
務
、
成
年
後
見
な
ど
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。
※
毎
月
第
２
水
曜
日

◆
日
時
／
12
月
12
日（
水
）・
平
成
25
年

　
１
月
９
日（
水
）・
２
月
13
日（
水
）・

　
３
月
13
日（
水
）午
後
１
時
30
分
〜

　
３
時
30
分

◆
場
所
／
横
手
商
工
会
議
所

◆
定
員
／
先
着
４
人
※
要
予
約

◆
申
込
み
／
予
約
専
用
電
話

　
　
０
１
８
‐
８
２
４
‐
０
０
５
５

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
司
法
書
士
会

　
　
０
１
８
‐
８
２
４
‐
０
１
８
７
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銀河系宇宙ほらふき決勝大会出場者募集銀河系宇宙ほらふき決勝大会出場者募集

催
　し

お
知

ら
せ

2

相
　談

　二児の母であり保護司であり、また作家としての顔も持
つ大沼えり子氏の講演会です。どなたでも参加できます。
　大沼氏はコミュニティＦＭ放送のＤＪとして、毎月東北
の３つの少年院に向けて院内放送を届ける活動を続けてい
るほか、出院時期がきても行き先のない院生のため、ＮＰ
Ｏ法人『Ｒｏｓｙ Ｂｅｌｌ』を設立し、念願の少年たちの心の家
を作りました。子育てのヒントがたっぷりの講演会です。
◆日時／12月14日(金)14：30～16：00※託児無料・要予約
◆場所／山内小学校
◆参加費／無料※参加申込み不要
◆問合せ・託児申込み／山内地域局市民福祉課　53-2933

2

講
　座

2

講
　座

　今年で21回目を迎える新春恒例のほらふき大会です。夢
のあるほら話や楽しいパフォーマンスを披露してくれる出
場者を募集します。奮ってご応募ください。
◆日時／平成25年１月12日(土)13:00～17:00
◆場所／雄物川コミュニティセンター
◆募集定員／先着10組※個人、団体は不問
◆応募期限／12月17日(月）
◆申込み・問合せ／雄物川生涯学習センター　22-5535

子育て講演会『言葉の魔法　　　　　　　』～命を持つ言葉～
山内地域子育て支援ネットワーク委員会主催

お
知

ら
せ

催
　し

催
　し

相
　談

相
　談

相
　談

お
知

ら
せ

2

2

ロージー ベ　ル

講
　座

下鍋倉保育所（平鹿）しろ組のおともだち
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地域からのお知らせ いどばたプラザ～idobata plaza～

広告広告

　　　　　　
第３回『将来に差をつける生活塾』inよこいち。
絶対知りたい！夢のマイホーム建築と住宅ローンのすべて
　住宅の購入やリフォームに役立つ知識や疑問について、
各分野の専門家が、分かりやすくお答えします。
●日時／12月16日（日）午前10時～正午 ●場所／Ｙ2(わい
わい）ぷらざ ●参加費／無料※託児あり９日まで要予約 
●問合せ／ＯＦＦＩＣＥ ＷＡＹ 高橋さん 　090-4633-2445
　
第３回サイエンスカフェ『魔方陣は不思議でおもしろい☆』
●日時／12月20日(木)午後４時10分～５時30分 ●場所／
横手清陵学院高校図書館 ●講師／阿部楽方氏 ●参加費
／無料  ●申込期限／12月19日（水）  ●申込み／横手清
陵学院高校 福原教諭 　35-4033
　
マンドリン＆ギターデュオコンサート『響きＳｐｅｃｉａｌ』
　日本におけるポルトガルギターのパイオニア・湯淺隆
氏と日本屈指のマンドリニスト・吉田剛士氏のアコース
ティックユニット『マリオネット』をゲストに、コンサー
トを行います。弦が奏でる美しい音色をお聞きください。
●日時／12月20日(木)午後６時30分開演　●場所／かま
くら館  ●入場料／前売3,000円、当日3,500円※全席自由
●プレイガイド／カシワヤ楽器、銀の匙、秋田ふるさと
村、かまくら館　●問合せ／荻田さん 　32-9438
　　
小中学生用スキー用品・制服『リサイクル市』
　スキー用品や制服などを無料でお譲りください。
【リサイクル用品受付】
●期間／12月22日(土)午前10時～午後３時、23日(日)午
前10時～正午 ●場所／横手武道館 ※22日の午後２時ま
では、平鹿地域局１階、大雄地域局１階、山内体育館、
あさくら館、ふるさと館、さかえ館、旭ふれあい館でも
受付します。 ●対象品／不要のスキー用品全般（スキー
板は160cm以下）、制服等（高校含）
【リサイクル市】
●日時／12月23日(日)午後１時～２時30分 ●場所／横手
武道館※１点数百円の経費をいただきます。  ●問合せ／
ＮＰＯ法人ゆめ希望 加藤さん 　090-2974-8537
　　
『心身改善臼井霊気・アロマヒーリング体験会』
●日時／12月22日(土)午前10時～午後４時 ●場所／Ｙ2
(わいわい）ぷらざ ●参加費／無料 ●問合せ／渡會さん 
　080-6290-8538
　

　　

　
　
『リンパマッサージ体験講座』
●日時／12月６日（木）・14日（金）、午前10時30分～正午 
●場所／旭ふれあい館 ●参加費／500円　●定員／10人
●申込み／中村さん   090-5595-0800
　　
ね・ま～れ祭り
　布や毛糸、ビーズ、手芸品をはじめ、採れたての野菜
や果実、山菜などのフリーマーケットやミニ演奏会、ね・
ま～れ利用団体の作品展示を行います。
●日時／12月８日(土)午前10時～午後２時　●場所・問
合せ／ね・ま～れ（十文字駅前通り） 　42-5320
　
『昭和の歌、日本のうた』名曲コンサート
　みんなで歌い懐かしむ『昭和の歌』コンサートです。
●日時／12月８日(土)午後１時30分開演 ●場所／横手市
民会館　●出演／三鷹淳、わかばちどり、三枝万祐ほか 
●入場料／前売3,000円、当日3,500円※全席自由 ●プレ
イガイド／カシワヤ楽器、市内よねや全店、懐メロ会会員
●問合せ／カシワヤ楽器 　32-2130
　　　
リンパケア『ハンドｏｒフットお試し会』
●日時／12月15日（土）午前９時30分～午後１時　●場所
／Ｙ2(わいわい）ぷらざ ●参加費／500円（ローション代）
●申込み／大久保さん 　090-7325-0212　
　　
南部シルバーエリア『クリスマス料理教室』
●日時／12月16日(日)午前９時50分～ ●参加費／1,000
円（材料費・保険料込） ●定員／20人  ●申込開始／12月
４日(火)　●申込み／南部シルバーエリア 　26-3880

自然を愛する皆さんの集い『年末特別企画』
●日時／12月16日(日)午後１時～ ●場所／煉瓦屋（寿町）
●内容／『アラジン』コンサートと皆さんが主役のコンサ
ート　●参加費／3,500円（料理、飲み物付） ●申込期限
／12月13日（木）　●申込み／煉瓦屋 　33-2811
　　　　
花咲かせプロジェクト第４弾
　『ミュージック☆クラウンショー せかいのおんがく』
　音楽的道化師・ましゅ＆Ｋｅｉのおもしろおかしな音楽
パフォーマンスをお楽しみください。
●日時／12月16日(日)午後１時30分～２時30分　●場所
／大雄福祉センター（ふれあい館）　●入場料／子どもは
ご招待※大人の参加希望者は協力金（１口1,000円以上）を
振り込んでご参加ください。 ●問合せ／横手おやこ劇場 
齊藤さん 　090-2848-0573
　
日本将棋連盟横手支部『月例将棋大会』
●日時／12月23日(日)午前10時～ ●場所／女性センター 
●参加費／一般1,000円、学生700円（昼食、５位まで賞品、
参加賞付） ●問合せ／中田さん 　32-2479
　　　　

いどばたプラザいどばたプラザ

献血日程
月日・地域 実　施　場　所 受付時間 種類

12月７日(金)
横　手

12月９日(日)
横　手

12月13日(木)
大　森

全血

 9：45～10：30
11：00～11：45

10：00～16：00イオン横手店（旧横手サティ）
（ふれあい献血キャンペーン）

平鹿農業共済組合

10：00～11：15横手市役所大森庁舎
11：50～12：30㈱ヌイテックコーポレーション秋田工場
14：00～14：40ＪＡ秋田ふるさと営農経済部
15：15～16：15大森町高齢者等保健福祉センター

ＪＡ秋田ふるさと横手総合支店

　「いどばたプラザ」は、市民団体やＮＰＯなどからのお知らせを掲載
するコーナーです。掲載を希望する場合は、発行日の15日前までに内
容がわかるものを市長公室広報担当（連絡先は最終ページに掲載）にお
寄せください。ただし、１月１日号は12月11日（火）、１月15日号は12
月21日（金）となりますので、あらかじめご了承ください。

第７回 秋田盆おどりサミットin増田第７回 秋田盆おどりサミットin増田
　県内各地の盆踊りをはじめ、山形県の『花笠踊り』が披露
されます。また、芳村真理さん（女優・司会者）による講演や
増田中学校の総合学習発表も行われます。
売り上げの一部は被災地へ寄付されます。
◆日　時／12月16日（日）正午開演
◆場　所／増田ふれあいプラザ
◆出　演／山形県『花笠踊り』、西馬音内
　　　　　盆踊り、一日市盆踊り、大正
　　　　　寺おけさ、増田盆踊り
◆入場料／500円
◆プレイガイド／増田『蔵の駅』
◆問合せ／増田盆おどり保存会　45-3839
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ふれあい 語り合いふれあい 語り合い

読
者
同
士
の
交
流
や
情
報

交
換
に
、
い
ろ
い
ろ
な
声

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読者の声

広告

発行号「12月１日号」、郵便番号、住所、氏名、年齢を明記の上、必
ず「たより」の文面を添えてお送りください。当選者の発表は商品
の発送をもって代えさせていただきます。
プレゼント応募の締め切り　12月25日（当日消印有効）

応
募
方
法

お便りを送って
 横手の逸品 を
ゲットしよう！
〝　　　　　〟

今月の読者
　プレゼント

　山内産のそば粉を100
％使用した手打ち十割
そばです。鮮度にこだ
わり、製粉後、すぐに
手打ちしているため、
そばの風味豊かな味わいとのどごしを楽しむことがで
きます。
　今回は、年越しに合わせて『年越しそば３食セット
(たれ・辛味大根付き)』を５名様にプレゼントします。
【提供】道の駅さんない　56-1600
※年越しそばセットは、『予約販売』を行っています。12月29日ま
で道の駅さんないで予約を受け付けています。

広告

　
読
者
の
声
『
た
よ
り
』
は
、
読
者
の

皆
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
市
へ
の
意
見

や
市
報
の
感
想
な
ど
を
、
は
が
き
や
封

書
、
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
の
あ
て
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
お
た
よ
り
に
は
、

必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
市
報
に
掲
載
す

る
場
合
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
イ
ニ
シ
ャ
ル

を
希
望
す
る
方
は
、
氏
名
の
後
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

「
た
よ
り
」の
あ
て
先

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

横
手
市
役
所
市
長
公
室
　
広
報
広
聴
担

当
あ
て
　
　
３
３
‐
６
０
６
１

（「
た
よ
り
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

･･････････････････････････････････････

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
記
載
内
容
の

　
確
認
お
よ
び
商
品
の
発
送
の
目
的
に
使
用
し
、
こ

　
の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

お
た
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す

た
よ
り1212

（10/16～11/15日到着分）

（10/16～11/15日到着分）

１１
20122012 たわわに実ったりんごの収穫（平鹿・北野）

たわわに実ったりんごの収穫（平鹿・北野）

日本国秋田県横手市
日本国秋田県横手市

山内産そば粉100％！ 

『道の駅さんない・年越しそばセット』

　
新
米
を
持
っ
て
、
孫
に
逢
い
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
孫
は
新
米
の
お
い

し
さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。
孫
の
笑

顔
を
糧
に
、
農
業
が
ん
ば
り
ま
す
！

（
岩
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
61
歳
・
十
文
字
）

　
こ
の
夏
、
セ
ミ
の
鳴
く
声
が
聞
こ

え
ず
、
赤
ト
ン
ボ
に
も
お
目
に
か
か

っ
て
い
ま
せ
ん
。
農
薬
や
異
常
気
象

の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。
秋
空
に
飛
び

交
う
姿
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

（
Ｔ
・
Ｎ
さ
ん
・
84
歳
・
増
田
）

　
先
日
、
雄
物
川
中
学
校
同
窓
生
の

還
暦
祝
い
の
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

統
廃
合
の
た
め
、
学
校
は
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
45
年
ぶ
り
に

会
う
旧
友
た
ち
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
せ
ま
し
た
。
両
親
の
墓
参
り
や
、

秋
田
弁
の
会
話
か
ら
、
ふ
る
さ
と
が

あ
っ
て
今
の
自
分
が
あ
る
こ
と
に
改

め
て
感
謝
し
ま
し
た
。

（
後
藤
佐
智
子
さ
ん
・
60
歳
・
埼
玉
県
）

　
寒
く
な
り
布
団
か
ら
離
れ
ら
れ
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
祖
父
母
は
目

覚
め
が
バ
ッ
チ
リ
で
感
心
し
て
い
ま

す
。本
格
的
に
寒
く
な
る
前
に
、冷
え

性
を
何
と
か
し
な
く
て
は
!!

（
カ
エ
ル
さ
ん
・
29
歳
・
増
田
）

　
横
手
に
引
っ
越
し
て
き
て
、
す
ぐ

に
目
に
し
た
市
報
の
『
笑
顔
が
い
っ

ぱ
い
』
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
年
、
娘
が

年
長
に
な
り
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
た
ち

と
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
横
手
の
思
い
出
が
ま
た
ひ
と
つ

増
え
ま
し
た
！

　
　（
み
ひ
た
む
さ
ん
・
34
歳
・
横
手
）

　　
先
日
、
平
鹿
岳
友
会
主
催
の
登
山

に
参
加
し
ま
し
た
。
頂
上
で
横
手
盆

地
を
一
望
で
き
る
な
ど
良
い
山
行
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
山
登
り

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
細
谷
昭
男
さ
ん
・
68
歳
・
平
鹿
）

　
在
宅
訪
問
診
療
を
し
て
い
る
歯
科

医
の
講
演
会
に
行
き
ま
し
た
。
医
師

だ
け
で
な
く
ス
タ
ッ
フ
も
必
要
な
の

で
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
在
宅
高

齢
者
の
介
護
が
増
え
る
な
か
、
す
ば

ら
し
い
サ
ー
ビ
ス
だ
と
思
い
ま
し
た
。

 

（
ネ
コ
マ
マ
さ
ん
・
51
歳
・
横
手)

　
『
故
郷
』
は
、
心
に
し
み
る
い
い

歌
で
す
ね
。
先
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
集
会
に
参
加
し
た
際
、
『
故
郷
』

の
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
に
仲
間
と
手
話

を
添
え
ま
し
た
。
帰
宅
後
、
ハ
ー
モ

ニ
カ
を
手
に
し
た
と
こ
ろ
、
子
ど
も

の
頃
に
覚
え
た
曲
を
吹
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
い
つ
か
ス
テ
ー
ジ
で
披

露
す
る
ど
お
（
笑
）

（
秋
田
美
人
崩
れ
さ
ん
・
62
歳
・
雄
物
川
）

　　
仙
台
か
ら
引
っ
越
し
て
き
た
友
人

に
野
菜
を
あ
げ
た
ら
と
て
も
喜
ん
で

く
れ
ま
し
た
。
畑
が
あ
っ
て
う
ら
や

ま
し
い
と
言
っ
て
い
た
の
で
、
畑
を

レ
ン
タ
ル
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
っ
た

ら
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
石
塚
祐
子
さ
ん
・
38
歳
・
雄
物
川
）　

　
横
手
の
イ
ベ
ン
ト
や
町
の
人
た
ち

の
人
柄
に
あ
た
た
か
さ
を
感
じ
ま
す
。

休
日
は
、
横
手
方
面
に
出
か
け
温
泉

や
食
べ
歩
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

（
髙
橋
な
み
子
さ
ん
・
61
歳
・
大
仙
市
）

　
『
一
枚
の
ハ
ガ
キ
』
と
い
う
映
画

を
見
ま
し
た
。
す
べ
て
を
奪
っ
た
戦

争
。
今
の
生
活
に
つ
い
て
考
え
さ
せ

ら
れ
、
ス
ク
リ
ー
ン
か
ら
感
動
を
も

ら
い
ま
し
た
。

（
秋
南
サ
ミ
ッ
ト
さ
ん
・
62
歳
・
増
田
）

　
　
私
は
こ
れ
ま
で
、
横
手
市
内
の
史

跡
や
町
並
み
な
ど
を
案
内
し
て
き
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
「
こ
ん
な

に
す
ば
ら
し
い
史
跡
が
あ
っ
た
の
か
」

と
驚
き
の
声
が
届
き
、
特
に
市
外
の

方
々
か
ら
は
、
「
横
手
に
は
ぬ
く
も

り
が
あ
り
、
再
び
訪
れ
た
く
な
る
」

と
の
感
想
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市

内
に
は
、
他
の
ま
ち
に
誇
れ
る
場
所

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
自
分
の
住

む
ま
ち
を
見
渡
す
と
、
誇
れ
る
何
か

に
き
っ
と
出
会
う
は
ず
で
す
。
そ
ん

な
横
手
の
よ
さ
を
み
ん
な
で
発
信
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
伊
藤
武
士
さ
ん
・
74
歳
・
横
手
）

　
今
年
も
白
鳥
さ
ん
た
ち
が
来
て
く

れ
ま
し
た
。
嬉
し
く
な
り
、
心
が
弾

み
ま
し
た
。
今
年
の
冬
も
が
ん
ば
ろ

う
ね
と
語
り
か
け
ま
し
た
。
春
ま
で

よ
ろ
し
く
ね
、
白
鳥
さ
ん
。

　
　 

（
Ｃ
・
Ｅ
さ
ん
・
65
歳
・
平
鹿)

　
収
穫
の
秋
。
毎
週
末
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
、
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
で
、

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
じ
っ
ち
ゃ
さ
ん
・
73
歳
・
十
文
字
）

　
来
年
の
手
帳
と
家
計
簿
を
購
入
し

ま
し
た
。
４
回
目
の
年
女
な
の
で
、

気
合
が
入
っ
て
い
ま
す
。
巳
年
の

「
へ
び
」
に
親
し
み
が
あ
り
な
が
ら
、

実
物
を
見
た
ら
声
を
あ
げ
て
逃
げ
出

し
て
し
ま
う
私
で
す
。

（
へ
び
吉
さ
ん
・
47
歳
・
十
文
字
）

　
30
年
以
上
、
教
員
を
し
て
い
ま
す

が
、
い
じ
め
や
学
級
崩
壊
な
ど
、
危

機
的
な
状
況
に
見
え
ま
す
。
若
者
の

将
来
の
た
め
に
、
学
校
・
社
会
・
地

域
が
連
携
し
て
、
よ
り
よ
い
教
育
環

境
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
国
を
豊
か
に
し
、
発
展
さ
せ
る
た

め
に
み
ん
な
で
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

(

出
羽
の
黒
狸
さ
ん
・
56
歳
・
大
森)

　　
『
花
咲
か
せ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

お

お
た
か
清
流
コ
ン
サ
ー
ト
』
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
お
お
た
か
さ
ん
の
す

ば
ら
し
い
歌
声
に
感
動
で
涙
が
…
。

テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
歌
に
子
ど
も

た
ち
は
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
！
お
お
ら
か

で
明
る
い
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
で
き
、

す
て
き
な
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

　(

こ
た
つ
猫
さ
ん
・
46
歳
・
横
手)

　　
先
日
、
久
し
ぶ
り
に
横
手
公
園
へ

出
か
け
ま
し
た
。
噴
水
の
近
く
の
ベ

ン
チ
で
町
並
み
を
眺
め
な
が
ら
お
に

ぎ
り
を
食
べ
ま
し
た
。
視
界
が
狭
か

っ
た
の
で
、
木
の
枝
を
整
理
す
る
な

ど
し
て
眺
め
を
よ
く
し
て
も
ら
え
た

ら
、
も
っ
と
気
持
ち
の
い
い
場
所
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

(

や
え
さ
ん
・
60
歳
・
横
手
）

　い
つ
も
横
手
公
園
を
ご
利
用
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　ご
承
知
の
と
お
り
、
横
手
公
園
の

武
者
溜
り
広
場
か
ら
の
眺
望
は
、
市

街
地
を
一
望
で
き
る
こ
と
か
ら
横
手

市
の
代
表
的
な
眺
望
場
所
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
今
年
策
定
し
た
横
手
市
景

観
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
良
好
な
眺
望
を
確
保
す
る
た
め
、

市
で
は
西
側
斜
面
に
生
い
茂
る
樹
木

の
枝
払
い
等
を
定
期
的
に
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
ご
指
摘
の
通
り
樹
木
の

成
長
の
た
め
眺
望
が
狭
く
な
っ
て
お

り
ま
し
た
。

　来
春
の
雪
解
け
頃
ま
で
に
眺
望
を

回
復
す
る
た
め
の
樹
木
の
枝
払
い
等

を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
も

う
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
都
市
計
画
課
・

      

横
手
地
域
局
産
業
建
設
課)

横手かまくらＦＭで、
毎日３回、行政情報など
を放送中です！

　ＦＭのアナウンサーが、タイムスリップして後
三年合戦の舞台をリポートするバラエティー番組
が、ついに最終回を迎えます。
　放送は、12月９日(日)正午～15分です！
　市ホームページ（ＨＰ番号000011004）では、放
送日以降も聞くことができます。

後三年合戦ラジオドラマ『ゴサキヨ』

月曜日から金曜日
　・午前８時00分～８時15分のうち、10分間
　・午後０時30分～０時45分のうち、10分間
　・午後５時45分～６時00分のうち、10分間
土曜日と日曜日
　・午前９時15分～９時30分のうち、10分間
　・午前11時05分～11時20分のうち、10分間
　・午後０時45分～１時00分のうち、10分間　

次回の放送は、12月12日(水)

防災ラジオ試験放送時間
毎月第２水曜日　午前11時50分～正午



広告広告

最寄りの図書館で全ての館の
　　　　　　　　蔵書を借りることができます。
◆問合せ／中央(雄物川)図書館　22-2300またはお近くの図書館へ図書館だより図書館だより

今月のおすすめ図書

　『八重の桜』が2013年ＮＨＫ大河ド
ラマに決まりました。本書は、幕末
から昭和にかけ、教師や看護師、晩
年は茶人として生涯を終えた新島八
重の半生をまとめた一冊です。様々
な秘話や写真から、自立した女性の
強い志を感じることができます。

『新島八重 ハンサムな女傑の生涯』
　同志社同窓会＝編／淡交社
『新島八重 ハンサムな女傑の生涯』
　同志社同窓会＝編／淡交社

　カラスにさらわれたクマの子は、
子どもを望む夫婦に助けられ、人間
の子として育てられます。ある日、
迷子になり実の親と再会することに
…。命の尊さ、親子の愛情の深さを
教えてくれる絵本です。

『こおりのなみだ』
　ジャッキー・モリス＝さく
　小林晶子＝やく／岩崎書店

『こおりのなみだ』
　ジャッキー・モリス＝さく
　小林晶子＝やく／岩崎書店

・12月８日（土）午前10時30分／十文字※要申込み　42-1345
・12月16日（日）午前10時30分／横手、雄物川、大森
・12月23日（日）午前10時30分／増田

12月のおはなし会　会場：各図書館12月のおはなし会　会場：各図書館

　各図書館では、定期的にテーマを決めて〝本の展示・
貸出〟を行っています。これまで『子育てのヒントあり
ます』や『手作りバンザイ！-農家が教える自家製食品-』
などを企画しました。現在展示中のひとつに、雄物川図
書館の『書評の本を読む。』があります。ここでは、新聞
の書評欄に掲載された本を展示していますので、ぜひお
越しください。各図書館の内容については、随時ホーム
ページで紹介しています。

企画展示コーナー　ＨＰ番号：000005355企画展示コーナー　ＨＰ番号：000005355

◆大人向け

◆こども向け

・天皇と戦争と歴史家／今谷明
・大切にしたいにほんのたしなみ／広田千悦子
・佐渡の三人／長嶋有
・現代語で読む野菊の墓／伊藤左千夫
・川のぼうけん／エリザベス・ローズ、ジェラルド・ローズ
【新島八重の関連図書】
・新島八重 愛と闘いの生涯／吉海直人
・新島八重その生涯／不破俊輔
・明治の兄妹／早乙女貢

新着図書の紹介新着図書の紹介
蔵書検索

　３月に元気な男の子を
出産し、11月から復帰し
ました！８ヶ月になる息
子は、少しもじっとして
いることなく、見るもの
すべてに興味津々。先日
は初めて見る雪にとって
も驚いて、窓の外に釘付
け！そんな息子の育児に
奮闘しています。寝返り、
ハイハイ、つかまり立ち
におしゃべり…できるこ
とがひとつずつ増え、成
長していくわが子。その
スピードに驚きながら、
『育児は育自』という言
葉を実感する日々です。
同じく子育て中のみなさ
ん、一緒にがんばりましょ
う！これからもよろしく
お願いします。  (裕子）

あとがき
広報担当者のつぶやき
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Ｙ2（わいわい）プラザ 12月17～19日
横手図書館 ・・・・・・ 12月3・5・12日
増田図書館 ・・・・・・ 12月3・10・17日
平鹿図書館 ・・・・・・ 12月3・4・11日
雄物川図書館 ・・・・ 12月3・5・12日
大森図書館 ・・・・・・ 12月3・4・11日
十文字図書館 ・・・・ 12月3・5・12日
山内図書館 ・・・・・・ 12月1・2・8・9・15・16日
大雄図書館 ・・・・・・ 12月3・6・10・13・16・17日
雄物川郷土資料館　12月3・10・17日
ゆっぷる ・・・・・・・・ 12月19日
ゆとり館 ・・・・・・・・ 12月4・11・18日
えがおの丘 ・・・・・・ 12月3・10・17日
大森健康温泉 ・・・・ 12月3・10・17日
ゆとりおん大雄 ・・ 12月6日
健康の駅トレーニングセンター
　東部 ・・・・・・・・・・ 12月5・12・17～19日
　西・南部 ・・・・・・ 12月1・2・8・9・15・16日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　 ・・・・・・ 12月3・10・17日
南部シルバーエリア　12月3・10・17日

お出かけ、ご利用前にご確認ください

増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　12月5・12日（毎週水曜）
　診療時間　14：00～15：30
えがおの丘診療所（整形外科）
　診 療 日　12月5・12日（毎週水曜）
　診療時間　14：30～16：00
大沢診療所（内科）
　診 療 日　12月10日（月）
　診療時間　13：30～15：00
三又へき地診療所（内科）
　診 療 日　12月4・11日（毎週火曜）
　診療時間　13：30～16：30
上平野沢へき地診療所（内科）
　診 療 日　12月6・13日（毎週木曜）
　診療時間　13：00～15：00
　　　　　　（吉谷地）
　　　　　　15：10～17：00
　　　　　　（山内武道）

休館日 診療所

素材を生かした料理の魅力を伝える

たくみ

謙虚な姿勢が料理の上達につながる。
仲間を大切に切磋琢磨してほしい

ふじおう　ちゅうえつ
昭和25年、旧平鹿町生まれ。旧よこてグランドホテ
ル、松與会館（平和町）で料理長を務める。平成11
年３月に行われた第18回技能グランプリでは、秋田
県代表として日本料理の部において敢闘賞を受賞。
現在も松與会館の厨房に立つ。平成24年度横手市技
能功労者。

藤王 忠悦さん（62歳・横手）

　
刺
身
や
天
ぷ
ら
、
寿
司
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
日
本
料
理
は

素
材
を
生
か
し
た
新
鮮
さ
や
彩
り
が
、
私
た
ち
の
目
を
楽
し

ま
せ
、
舌
を
う
な
ら
せ
る
。
職
人
と
し
て
日
本
料
理
を
極
め
、

伝
統
の
味
を
堪
能
さ
せ
る
匠
が
藤
王
さ
ん
で
あ
る
。

　
高
校
卒
業
後
、
大
工
見
習
い
、
電
気
工
事
士
、
ウ
エ
ー
タ
ー

と
、
こ
の
道
に
進
む
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
を
経
験
。
市

内
の
ホ
テ
ル
の
料
理
長
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
、
日
本
料
理
の

世
界
へ
足
を
踏
み
入
れ
た
時
は
25
歳
だ
っ
た
。
皿
洗
い
や
掃

除
か
ら
始
ま
っ
た
仕
事
に
も
手
を
抜
か
な
か
っ
た
。
「
料
理

の
い
ろ
は
を
先
輩
料
理
人
が
教
え
て
く
れ
た
の
で
、
感
謝
し

て
い
る
。
『
料
理
人
』
と
い
う
仲
間
意
識
が
み
ん
な
の
心
に

あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

　
早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
厨
房
で
腕
を
磨
き
、
周
囲
か
ら
の
信

頼
も
厚
く
な
っ
た
35
歳
の
時
、
８
人
を
率
い
る
ホ
テ
ル
の
料

理
長
に
な
っ
た
。
「
魚
の
生
臭
み
を
取
っ
た
り
、
野
菜
を
十

分
に
水
に
浸
た
す
な
ど
の
下
ご
し
ら
え
を
お
ろ
そ
か
に
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
煮
物
な
ど
の
火
加
減
は
、
素
材
の
う
ま

味
を
逃
が
さ
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

特
に
、
横
手
の
郷
土
料
理
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
に
主
眼
を

置
い
た
」
と
話
す
匠
の
信
念
が
、
同
じ
厨
房
に
立
つ
同
僚
た

ち
に
伝
わ
っ
て
い
っ
た
。

　
「
秋
田
ふ
る
さ
と
村
で
行
わ
れ
た
結
婚
式
の
披
露
宴
に
約

３
０
０
人
分
の
料
理
を
提
供
し
た
こ
と
は
、
み
ん
な
の
気
持

ち
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
思
い
返
す
。
ま
た
、
調
理
師
の
会
合
に
も
積
極
的

に
参
加
し
『
横
手
調
理
師
包
友
会
』
の
会
長
も
務
め
、
横
手

市
内
は
も
ち
ろ
ん
、
県
外
の
料
理
人
と
の
交
流
も
深
め
た
こ

と
で
料
理
の
幅
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　
「
ど
ん
な
仕
事
で
も
、
素
直
な
気
持
ち
、
謙
虚
な
姿
勢
で

臨
め
ば
、
自
然
に
道
は
拓
け
て
く
る
。
人
と
の
付
き
合
い
か

ら
刺
激
を
受
け
る
こ
と
も
大
切
。
あ
と
は
、
地
道
に
努
力
す

る
こ
と
で
一
流
に
な
れ
る
」
と
後
輩
を
勇
気
づ
け
る
匠
。
決

し
て
お
ご
る
こ
と
の
な
い
匠
の
背
中
を
、
こ
れ
か
ら
も
後
輩

料
理
人
た
ち
は
追
い
続
け
る
に
ち
が
い
な
い
。

日本料理人Vol.84
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火 18
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日　9
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月　3

火　4
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横手市民ステージ祭・横手市交流美術展
　　～2日、10：00～16：00、秋田ふるさと村　
横手市男女共同参画フォーラム　13：30～、Ｙ2ぷらざ
横手わか杉カップ東日本中学バレーボール大会
　　～2日、男子：雄物川体育館、女子：横手体育館
横手市増田『民俗芸能フェスティバル』　
　　13：00～、増田ふれあいプラザ
　急 平鹿総合病院（渡邊医師）　32-5124
　急 高橋医院（十文字）　42-0421
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124
　法 相談予約受付開始12月19日分　市くらしの相談課　35-4099
　法 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　　 　10：00～12：00、社協・平鹿福祉センター　24-3283

　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、
　　 社協・横手福祉センター　33-8668
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局
健康相談　10：00～11：00、大森健康温泉
　心 十文字町幸福会館

おものがわイルミネーション　～１月下旬　
横手市児童生徒美術展　～10日、詳しくは20ページ
　急 市立横手病院（細谷医師）　32-5001
　急 雄物川クリニック（雄物川）　22-5511
　児 平鹿総合病院（無江医師）　32-5124

あっぱれ劇団公演　11：00～11：30、大森健康温泉
　問合せ／大森町高齢者等保健福祉センター　26-4030
　心 増田地区多目的研修センター
　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター
年末年始行事伝承会　8：40～、木戸五郎兵衛村（雄物川）
　税 横手地域局　問合せ／横手福祉センター　33-8668
　心 大森コミュニティセンター
　行 心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）　9:30～12：00
　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00
ケヤキ並木のイルミネーション　～１月14日　
後三年合戦金沢柵公開講座　～16日、詳しくは13ページ
ウオーキングデー　9：00～、かまくら館サンルーム集合
よこいち。『写真と街づくり』　10：00～、よこてイースト
ちびっこわくわくフェスティバル　詳しくは20ページ
秋田盆踊りサミットin増田　詳しくは22ページ
　急 平鹿総合病院（浅野医師、高橋医師）　32-5124
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124

　行 雄物川保健センター　10：00～12：00
　法 増田地区多目的研修センター
　　 　10：00～12：00、社協・増田福祉センター　45-4848
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　法 横手地域局　13：00～15：00、市くらしの相談課　35-4099
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局
多重債務無料相談　詳しくは20ページ
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土　8

◆Ｙ2（わいわい）ぷらざ臨時休館：12月17日（月）～19（水）
  施設の予約・お問い合わせは、9：00から16：00の間、
　電話で受け付けします。 　32-2418

◆12月４日（火）～10（月）は〝人権週間〟です
  期間中、各地域ごとに相談所を開設し、相談会を行
います。詳しい日程は11月15日号をご覧ください。
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【無料相談】 行…行政 法…法律（要予約） 人…人権 税…税務（9：30～12：00）
      　　 心…心配ごと（9：30～12：00）、問合せ／社協・各福祉センター
【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 10：00～12：00／13：00～15：00

心
法 人 税

急
児

行

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

12月９日（日）「豆富小僧」 　　　　　　　　　　   【86分】
12月16日（日）「ドラえもん 新・のび太と鉄人兵団」 【108分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　大森地域の冬の風物詩
『ケヤキ並木のイルミネー
ション』。大森リゾート村
の芝桜をイメージしたピ
ンクやホワイトのやさし
い光が、冬の夜空を彩り
ます。12月15日（土）の午
後５時から行われる点灯
式では、豚汁やお汁粉、
芝桜うどん各200食が振る
舞われます。
◆点灯時間／
　17：00～23：00※12月24日と31日は翌日2：00まで
◆場　所／大森地域局庁舎前
◆問合せ／大森地域局産業建設課 　26-2116

　雄物川中央公園
の木々に、約１万
６千個の光の花が
咲き、幻想的な空
間を演出します。
　12月８日（土）の
午後４時30分から
行われる点灯式で
は、つきたてのお餅や豚汁が振る舞われるほか、
子どもたちには一足早い、サンタさんからのプ
レゼントがあります。
◆点灯時間／16：00～23：00
◆場　所／雄物川中央公園
◆問合せ／雄物川地域局地域振興課 　22-2111

 

Pick
 up

!!

Pick
 up

!!ピックアップ

ピックアップ

おものがわイルミネーション
イルミネーション点灯リレー第１弾
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ピックアップケヤキ並木の
　　　イルミネーション
■12月15日（土）～１月14日（月）

イルミネーション
　　点灯リレー第２弾

■12月８日（土）～１月下旬

　平鹿地域のシンボル槻
の木に、約５千個の電球
が灯されクリスマスツリ
ーに生まれ変わります。
琵琶沼周辺では、約２万
個のLEDライトが幻想的
な空間を創りだします。
　12月22日（土）の午後５
時からは点灯式が行われ、
屋台やお菓子のプレゼン
ト、園児による歌や平鹿
中吹奏楽部によるハンド
ベルの演奏が披露されます。
　※点灯式の会場は平鹿地域局庁舎前駐車場
◆点灯時間／17：00～22：00
　　　　　　※12月24日と31日は翌日2：00まで
◆場　所／平鹿地域局そば
◆問合せ／平鹿地域局産業建設課 　24-1118
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槻の木光のファンタジー
■12月22日（土）～１月13日（日）

イルミネーション点灯リレー第３弾

　春と夏の“わたしの好きな横手の風景”を
テーマに開催した第２回『横手の景観』写真
コンテストでグランプリを受賞したＴＡＫＡ-Ｃ
さん（横手市）の作品です。市のホームペー
ジ（ページ番号000012149）では、すべての入
賞作品をご覧いただけます。また、写真展も
開催しますので、詳しくは２㌻右下を！

作品名『青空へ向かって！』
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